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　「ニュージーランドはどこでしょう」。鷺浦小学校
の児童たちがニュージーランド出身の ALT（外国
語指導助手）ジョウブ ･ダイヤ先生が出すクイズ
に挑戦しました（11/６　鷺浦小学校）
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三
原
市
か
ら
直
線
で
９
，３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

パ
ー
マ

ス
ト
ン・ノ
ー
ス
市
。
そ
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン・ノ
ー
ス
市
と
三
原
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流

し
て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。
今
月
号
で
は
、
交
流
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
広
が
り
つ
つ
あ
る
両
市
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
毎
年
８
月
に
佐
木
島
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
選
手
や
観
客
で
に
ぎ
わ
う
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
さ
ぎ
し
ま
大
会
。
大
会
運
営
上
の
縁
で
、

平
成
10
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
選
手

を
招
待
し
、
友
好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
、同
国
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン･

ノ
ー

ス
市
出
身
で
、
世
界
選
手
権
の
代
表
選
手
に

も
選
ば
れ
た
サ
イ
モ
ン･

ブ
リ
テ
ン
選
手
が
、

大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

サ
イ
モ
ン
選
手
は
大
会
直
前
に
突
然
、
体
調

不
良
と
な
り
出
場
を
断
念
し
ま
し
た
。

　
サ
イ
モ
ン
選
手
は
大
会
の
欠
場
を
謝
罪
す

る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
島
を
訪
れ
ま
し
た
。「
ま

た
来
年
、
参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
本
人
に
ゼ
ッ
ケ
ン
を
手
渡
し
ま
し
た
」。

今
も
大
会
の
運
営
に
関
わ
り
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
選
手
の
世
話
役
を
務
め
る
小
谷
章
一
さ
ん

▲ 今年８月のトライアスロンさぎしま大会でニュージーランドからの
招待選手として参加したデビット・マーティン選手を応援する皆さん

問
経
営
企
画
課　
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

特集特集
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
つ
な
い
だ
絆

　
〜
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド 

パ
ー
マ
ス
ト
ン・ノ
ー
ス
市
と
の
交
流
〜

１
人
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
が
つ
な
い
だ
絆▲ 大会出場を果たせないまま亡くなった

サイモン・ブリテン選手
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は
当
時
の
事
を
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
戻
っ
た
サ
イ
モ
ン

選
手
は
懸
命
に
闘
病
し
ま
す
が
、
小
谷
さ
ん

ら
の
願
い
は
届
か
ず
、
翌
年
３
月
、
サ
イ
モ

ン
選
手
は
肺
が
ん
に
よ
り
他
界
し
ま
し
た
。

　
一
度
は
途
切
れ
た
か
と
思
わ
れ
た
サ
イ
モ

ン
選
手
と
の
つ
な
が
り
で
し
た
が
、
サ
イ
モ

ン
選
手
の
父・バ
リ
ー
さ
ん
は
、息
子
が
島
民

と
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、兄・マ
ー
ク

さ
ん
と
共
に
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意

パーマストン・ノース市って
どんなところ？

　パーマストン・ノース市は、ニュー
ジーランド北島の南部、マナワツ・ワン
ガヌイ地方の中心都市で、古くから酪
農の盛んな都市として栄えてきました。
　市内には農業関係の研究で有名なマ
ッセイ大学や国立の研究機関があり、
ニュージーランドの主要産業の農業・
酪農業の研究基地のひとつとして機能
しています。
　首都ウェリントンからは車で約２時
間。国際空港や鉄道の駅が市内にある
など、交通アクセスに優れています。

し
ま
し
た
。
２
人
は
平
成
17
年
、
サ
イ
モ
ン

選
手
が
着
け
る
は
ず
だ
っ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
の
上

に
自
分
の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
縫
い
付
け
て
出
場
。

ゴ
ー
ル
で
は
島
民
に
温
か
く
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
感
動
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、地
元
住
民
と
広
島・ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
友
好
協
会
の
人
た
ち
が
島
に「
友
好
の

森
」を
整
備
し
、当
時
の
駐
日
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
大
使
を
招
い
て
、
島
を
挙
げ
て
の
植
樹

祭
を
開
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン・ノ
ー
ス
市
と

島
民
と
の
交
流
は
続
き
、島
民
が
同
市
を

訪
れ
、サ
イ
モ
ン
選
手
の
墓
参
り
を
し
た

り
、サ
イ
モ
ン
選
手
が
卒
業
し
た
大
学
で

行
わ
れ
た
桜
の
植
樹
祭
に
参
加
し
た
り
す

る
な
ど
、
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結
び
、
昨
年

７
月
に
は
パ
ー
マ
ス
ト
ン･

ノ
ー
ス
市

長
が
三
原
市
を
訪
れ
、
両
市
が
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
友
好
交
流
を
続
け
て
い
く

こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
こ
と
に
な
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン･

ノ
ー
ス
市
と
の
関
係
が
も
っ
と
深
ま
り
、
若

い
人
た
ち
の
交
流
が
進
ん
で
く
れ
る
と
う
れ

し
い
」と
笑
顔
で
話
す
小
谷
さ
ん
。１
人
の
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
が
き
っ
か
け
と
な
り
始

ま
っ
た
交
流
は
、
市
同
士
の
交
流
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

問問い合わせ先

▲ ニュージーランドで唯一のラグビー博物
館があります

▶ 「
友
好
の
森
」で
談
笑
す
る
地
元
の
人
た
ち

▲ サイモン選手とのエピ
ソードを語る小谷さん

▲ 市の中心にある広場
　「ザ・スクエア」

オーストラリア

ニュージーランド

パーマストン・ノース
ウェリントン

人口　約86,000人
面 積　395平方キロメートル
公用語　英語・マオリ語

▲ 平成17年の大会でゴールテープを切るサイモ
ン選手の父・バリーさん



　
鷺
浦
小
学
校
の
児
童
が
、
パ
ー
マ

ス
ト
ン･

ノ
ー
ス
市
の
学
校
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
っ
た
テ
レ
ビ

電
話
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
鷺

浦
小
。
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
だ
英
語

を
生
か
す
場
が
な
い
か
と
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
で
パ
ー
マ
ス
ト
ン･

ノ
ー

ス
市
と
つ
な
が
り
の
あ
る
地
元
住
民

に
仲
介
を
依
頼
し
、
交
流
が
実
現
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
お
互
い
に

自
己
紹
介
や
質
問
を
す
る
な
ど
し
て

交
流
は
や
が
て
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に

 西山響喜君

▲港でパーマストン･ノース市のグラント・スミス市長を出迎える鷺浦小学校の子どもたち

▲ 佐木島の紹介のた
め、子どもたちが
作った英語のパン
フレット

◀ 子どもたちに英語を教え
るジョウブ先生

▶ テレビ電話での
交流の様子

ジョウブ･ダイヤさん

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
パ
ー
マ
ス

ト
ン･

ノ
ー
ス
市
の
グ
ラ
ン
ト・ス
ミ

ス
市
長
が
鷺
浦
小
を
訪
問
。
子
ど
も

た
ち
は
英
語
で
佐
木
島
の
紹
介
を
し

た
り
、
和
太
鼓
や
お
茶
の
お
点
前
を

披
露
し
た
り
し
て
、
精
い
っ
ぱ
い
も

て
な
し
ま
し
た
。

　

い
つ
か
再
び
パ
ー
マ
ス
ト
ン･

ノ
ー
ス
市
の
人
た
ち
と
語
り
合
う
日

の
た
め
に
英
語
の
勉
強
に
励
む
鷺
浦

小
の
子
ど
も
た
ち
。Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語

指
導
助
手
）の
授
業
に
も
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
元
住
民
が
続
け
て
き
た
交
流

は
、
鷺
浦
小
の
子
ど
も
た
ち
に
貴
重

な
体
験
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

▲ お茶のお点前も披露しました

◀
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テレビ電話で交流した
西山響

ひび

喜
き

くん（小学４年生）▶
　英語で自己紹介をするときは緊張したけ
ど、自分が話した内容が伝わり安心しました。
みんなから名前を呼んでもらえたときは、と
ても嬉しかったです。パーマストン･ノース
市のみんなともっと仲良くなりたいです。

  鷺浦小で英語を教えるALT
ジョウブ･ダイヤさん
　８月から鷺浦小など三原の学校で英語を教
えています。
　私はパーマストン･ノース市に住んでいた
こともあり、三原とパーマストン･ノースの
間で交流があると聞いたときは、とてもうれ
しかったです。私が教えた子どもたちが、大
人になってニュージーランドに遊びに来てく
れることを楽しみにしています。



▲ニュージーランドの伝統舞踊「ハカ」を披露する子どもたち 
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　私たち家族は誰も英語を話すことはできませんが、
すぐに打ち解けることができました。喜んでもらおう
と食事もいろいろ準備をしましたが、一番人気なのは
カレー。あまり難しく考えなくても良いのだなと思い
ました。最終日の夜、「悲しい夜だ、三原は素晴らしい
所だった」と話しているのが分かり、とても名残惜し
かったです。

　豪雨災害で被害を受けた
三原市を支援するため、パー
マストン･ノース市では、募
金活動などが行われました。

　
今
年
７
月
、パ
ー
マ
ス
ト
ン･

ノ
ー

ス
市
に
あ
る
セ
ン
ト・ピ
ー
タ
ー
ズ・

カ
レ
ッ
ジ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
日
本

の
歴
史
、
文
化
を
学
ぶ
た
め
に
来
日

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
到
着
し

た
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
三
原
市
は
平

成
30
年
7
月
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
予
定
さ
れ

て
い
た
交
流
や
視
察
は
、
全
て
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
断
水
の
影
響
な
ど

に
よ
り
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
家
庭
に
代
わ
り
、
久
井
地

域
の
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
久
井
地
域
の
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
協
力
し
、
地
元

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
を
開
催
。

け
ん
玉
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
で
交
流
し

ま
し
た
。

　

市
民
同
士
で
始
ま
り
、
深
め
て
き

た
絆
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
未
来
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
、
昨
年
７
月
、
三

原
市
と
パ
ー
マ
ス
ト
ン･

ノ
ー
ス
市
は
、

教
育
、
経
済
、
防
災
、
文
化
的
行
事

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流
を

続
け
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
環
で
先
月
、
パ
ー
マ
ス
ト

ン･

ノ
ー
ス
市
の
危
機
管
理
の
責
任

者
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト･

デ
イ
ビ
ズ
さ
ん
が

防
災
研
修
の
た
め
三
原
市
を
訪
れ
、

市
内
の
防
災
施
設
や
豪
雨
災
害
の
被

災
現
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
両
市
の
関
係
が
発
展
し
て
い
け

ば
、
市
民
同
士
の
交
流
の
機
会
も
増

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
交
流

を
通
し
て
異
な
る
文
化･

習
慣
に
触
れ

る
こ
と
で
、
市
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
可
能
性
は
さ
ら
に
広
が
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
民
同
士
の
交

流
の
場
が
増
え
る
よ
う
、
両
市
は
友

好
の
絆
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
広
ま
る
交
流
の
輪

 梶谷さんご家族(久井町羽倉)
（写真右から）梶谷幸子さん・俊君・菜子さん・俐子さん

　自分の子どもたちにとっても、良い経験だったようで
「また来てほしい」と言っています。英語にも興味を持つ
ようになりました。皆さんとは帰国後もメールのやりとり
が続いています。パーマストン・ノース市との交流がもっ
と広がればよいなと思いますし、いろいろな人にこうい
った交流の機会があればいいと思います。

髙谷さんご家族(久井町坂井原)
 （写真右から）髙谷 ゆりあちゃん・絵美さん・愛梨さん・美桜さん

子どもたちを受け入れた 
　ホストファミリーの皆さん

◀ 三原市を支援するため行われた
チャリティーイベントのポスター

未
来
へ
向
け
て

募金活動が行われました

▲ けん玉を習う子どもたち
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　豪雨により被災した国民健康保険･後期高齢者医療
保険･介護保険の加入者は窓口で申し出れば、医療費
･介護サービス費（一部負担金）が免除されます。
対　象　国民健康保険･後期高齢者医療保険･介護保
険の加入者で次のいずれかに該当する人
①住宅が全半壊、全半焼、床上浸水またはこれに準
ずる被災をした人
②主たる生計維持者が死亡または治療に１カ月以上
を必要とする重篤な傷病を負った人
③主たる生計維持者の行方が不明な人
④主たる生計維持者が業務を廃止･休止した人
⑤主たる生計維持者が失職し、現在収入がない人(失
業手当や傷病手当金は収入に含まれます)
●次の費用は免除の対象となりません
　入院･入所したときの食費や居住費、はり･きゅう
･マッサージ･整骨院などの施術費用など

　来年１月以降は、免除証明書の提示が必要になり
ます。早めに申請してください。
※国民健康保険の加入者で、被災（り災）証明書の交
付を受けている人（住宅が床上浸水以上の被害を受け
た人に限る）へは、今月中に免除証明書を送付します。
手続きの必要はありません。
受 付場所　保険医療課、高齢者福祉課、各支所
用意する物　被保険者証、印鑑、被災（り災）証明書
など

被災した国民健康保険･後期高齢者医療保険･
介護保険の加入者の医療費などを免除

　豪雨災害で被災した人へ見舞金などを支給してい
ます。早めに申請してください。
受付場所　社会福祉課（市役所本庁1階）、各支所
用意する物　被災（り災）証明書、世帯主の通帳、印
鑑など
※支援制度によって用意する物が異なります。詳し
くは問い合わせてください。

　市は災害見舞金とは別に義援金を配分しています。
義援金は表の①または③の災害見舞金の申請をした
人に配分されます。早めに申請してください。

災害見舞金などの申請はお早めに

問保険医療課
　（国民健康保険について）☎0848・67・6050
　（後期高齢者医療保険について）☎0848・67・6056
　高齢者福祉課
　（介護保険について）☎0848・67・6240

問社会福祉課　☎0848・67・6058

支援制度 対　象 支給金額 支給時期（申請後）

① 広島県災害見舞金 災害により住宅に
半壊以上の被害を
受けた世帯主

全壊 30万円
おおむね１カ月半～２カ月

大規模半壊 ･半壊 10万円

② 平成 30年７月豪
雨災害見舞金

全壊 ５万円
おおむね 1カ月～ 1カ月半

大規模半壊 ･半壊 ３万円

③ 災害見舞金
災害により半壊に
至らない次の被害
を受けた世帯主

床上浸水 ･土砂の流入 １万円
おおむね 1カ月～ 1カ月半

床下浸水 ･土砂の発生 ５千円

④

被災者生活再建支
援金
【申込期限】
基礎支援金
来年８月４日まで
加算支援金
３年後の８月４日
まで

災害により住宅に
被害を受けた世帯
主（単身世帯は支
給金額の４分の３
の額）

基礎
支援金

全壊 100万円

おおむね３カ月～６カ月

大規模半壊 50万円
半壊（敷地被害）で、
やむを得ず解体 100万円

加算
支援金

建設 ･購入 200万円
補修 100万円
賃借（公営住宅を除く） 50万円

表　支援制度一覧

今月号は、ご支援いただいた皆さまの紹介をお休みします。

来年１月以降は、免除証明書の提示が必要になります

平成30年7月豪雨で被災された方への支援制度をお知らせします

義援金を受け取るには災害見舞金の申請が必要です
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市政フラッシュ

　
市
は
、
幸
崎
能
地
出
身
で
彫
金
家
の
清
水

南
山
を
特
別
功
績
者
に
選
び
ま
し
た
。
南
山

は「
日
本
の
伝
統
的
金
工
の
真
髄
を
受
け
継

い
だ
最
後
の
彫
金
家
」と
称
さ
れ
、芸
術
界
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
市
で
は

特
別
功
績
者
と
し
て
顕
彰
し
、
そ
の
業
績
を

後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
南
山
は
東
京
美
術
学
校（
現
在
の
東
京
藝

術
大
学
）で
彫
金
を
学
び
、伝
統
的
な
金
工
技

法
を
用
い
て
格
調
高
い
作
品
を
数
多
く
発
表
、

東
京
美
術
学
校
教
授
や
日
本
彫
金
会
会
長
を

歴
任
す
る
な
ど
、
日
本
の
彫
金
界
に
大
き
な

足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
名
声
を
得
て

も
な
お
、故
郷
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

幸
崎
小
学
校
と
幸
崎
中
学
校
の
校
章
を
創
案

し
ま
し
た
。

　
市
は
、
名
誉
市
民
と
同
等
の
功
績
を
残
し

た
故
人
を
顕
彰
す
る
特
別
功
績
者
顕
彰
制
度

を
新
設
し
、審
査
会
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
先
月
10
日
に
表
彰
式
を
開
き
、
天
満
祥
典

市
長
が
市
民
団
体「
郷
土
と
南
山
先
生
を
語

る
会
」の
阪
田
光
昭
会
長
に
顕
彰
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。阪
田
会
長
は「
こ
れ
か
ら
も
郷
土

の
誇
り
と
し
て
南
山
先
生
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

彫
金
家 

清し

水み
ず

南な
ん

山ざ
ん

先
生
を

特
別
功
績
者
と
し
て
顕
彰

西
小
学
校
の
児
童
が

新
た
な
ス
イ
ー
ツ
を
考
案

　
西
小
学
校
の
６
年
生
が
株
式
会
社
コ
グ
マ

ヤ
と
ス
イ
ー
ツ
を
共
同
開
発
し
、
先
月
７
日

に
同
校
で
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
地
方

創
生
を
め
ざ
し
た
市
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

の
一
つ
で
、
児
童
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
ス
イ
ー
ツ
の
研
究
を
し
た
り
、
テ
レ
ビ

電
話
で
同
社
の
お
菓
子
作
り
を
見
学
し
た
り

し
て
新
商
品
を
考
案
し
、
コ
グ
マ
ヤ
が
商
品

化
し
ま
し
た
。

　
共
同
開
発
し
た
の
は「
う
め
サ
ク 

タ
ル
ト
の

ケ
ー
キ
」と「
元
気
１
０
０
％ 

梅 D
O

U
GH

N
U

T

（
ド
ー
ナ
ツ
）！
」の
２
品
で
、
ど
ち
ら

も
地
域
の
人
が
整
備
し
た
梅
林
で
取
れ
た
梅

を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
発
表
会
で
試
食
し
た
同
校
の
大お
お

立だ
ち

凌り
ょ
う

輔す
け

君
は「
梅
の
味
が
し
て
お
い
し
か
っ
た
。自
分

た
ち
の
ア
イ
デ
ア
ど
お
り
の
商
品
が
で
き
た
。

商
品
開
発
の
経
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
話

し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
商
品
は
来
年
１
月
13
日
の
西
小

と
ん
ど
祭
り
、
２
月
９
日
の
三
原
神
明
市
で

販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問総務課　☎0848・67・6022

�問い合わせ先

▲�天満市長から顕彰状を受け取る
阪田会長

▲�スイーツの完成を喜ぶ児童たち

（平成30年10月撮影）

問
経
営
企
画
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

問
秘
書
広
報
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
６

本庁舎南側道路の
通行止め期間を
来年２月中旬まで延長

新庁舎建設通信⑤

　新庁舎の建設工事に伴い、本庁舎の南側道路
を終日全面通行止めにしていますが、平成30年
７月豪雨の影響で工事が遅れているため、来年
１月中旬までとしていた通行止め期間を来年２
月中旬まで延長します。ご迷惑をお掛けします
が、ご理解とご協力をお願いします。

●新庁舎は来年５月初旬に開庁予定
　新庁舎は来年５月初旬に開庁する予定です。
現在、最上階（８階）までの構造体が完成し、外
壁や内装、各種設備の工事を行なっています。
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復興を願って
ー写真特集　第43回三原やっさ祭りー
　復興祈願祭として11月3日（土）・4日（日）、三原
やっさ祭りが開催されました。
参加チーム（参加人数）：42チーム（約2,000人）
観客動員数：25万人（主催者発表）
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お知らせ拡大版�問い合わせ先

市
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　
次
の
日
程
で
、
12
月
定
例
会
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
傍
聴
は
会

議
当
日
、
議
事
堂
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
議
事
堂
は
新
庁
舎
建
設
に
伴
い
、
ゆ
め
き

ゃ
り
あ
セ
ン
タ
ー（
館
町
二
丁
目
）に
一
時
移

転
し
て
い
ま
す
。

定�

員　
本
会
議
＝
45
人
、
各
委
員
会
＝
５
人

程
度

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
場
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
議
会
事
務
局

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
３
８

と　　き 内　　容

４日（火）

10時～

本会議：開会

６日（木）・７日（金） 本会議：一般質問

10日（月） 本会議：一般質問予備日

11日（火） 総務財務委員会

12日（水） 厚生文教委員会

13日（木） 経済建設委員会

14日（金） 補正予算特別委員会

18日（火） 14時～ 本会議：閉会

年末・年始  市の業務 年末・年始の休業期間は、次のとおりです。
　　が休みです。

施　設　名
12月 １月

28日
（金）

29日
（土）

30日
（日）

31日
（月）

１日
（火）

２日
（水）

３日
（木）

４日
（金）

市役所本庁、各支所（※１）
サン・シープラザ
本郷・久井・大和保健福祉センター
芸術文化センター ポポロ
みはら歴史館
児童館
市民福祉会館
リージョンプラザ
大和勤労福祉センター
三原市・本郷・大和人権文化センター
中央・本郷・久井・大和図書館
三原市・久井歴史民俗資料館
中央公民館、各公民館・コミュニティセンター
地域学習センター（さざなみ学校）
本郷生涯学習センター、くい文化センター、大和文化センター
やまみ三原運動公園 年末・年始も開園（※２）
久井運動公園
白竜湖スポーツ村公園
北方グラウンド・ゴルフ場 無料開放 無料開放
清掃工場、不燃物処理工場（※３）
ストックヤード（清掃工場内）
エコワイズセンター（久井地域）（※３）
し尿の収集（※４）
斎場（三原市斎場・やすらぎ苑・西和苑）

※１　出生、死亡、婚姻など戸籍の届け出や埋火葬、斎場の申請などは、上記期間に関わらず市役所本庁地下
１階、または各支所の警備室で受け付けます。

※２　12月30日（日）〜１月３日（木）は開園時間が８時〜17時（１月１日（火）は13時〜17時）となります。
※３　詳しくはかんきょうカレンダーで確認してください。問い合わせは環境管理課（☎0848・63・1210）へ。
※４　問い合わせは清掃工場（☎0848・62・4197）へ。
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お知らせ拡大版

  来年度固定資産税

　土地・家屋以外の事業用資産（償却資産）は、申告が
義務付けられています。申告の漏れや誤りのないよ
う確認してください。今月中に申告書が届かないと
きは連絡してください。
申�告期間　来年１月４日（金）～１月31日（木）
提出先　資産税課、各支所地域振興課
対象となる償却資産
・ 法人税や所得税の損金、または必要経費に算入され

る減価償却資産（法人税や所得税が課税されない個
人、法人が所有するものを含む）

・ 減価償却済みの資産
・ テナント入居者などが事業用として取り付けた内装

や設備
※無形償却資産や自動車税、軽自動車税の課税対象
を除く。

●償却資産の実地調査を行なっています
　申告の漏れや誤りを防ぐため、市内の全事業者を
対象に実地調査を行なっています。資産台帳などの
提出や現物照合調査などをお願いすることがありま
す。
※申告に漏れや誤りがあった場合、修正申告や税額
更正を過年度に遡及することとなります。
※虚偽の申告や不申告、調査拒否には、罰則が設け
られています。

　水道管が凍結すると、水が出なくなったり、管が破裂し
たりすることがあります。寒さが厳しくなる前に、凍結を
防ぐための対策をしましょう。

●水道管の凍結を防ぐには
　メーターボックスの中に、
布や新聞紙などを入れたビ
ニール袋を入れて保温しま
しょう。
　露 出 し た 水 道 管 に は ビ
ニールテープで保温材（布や
毛布でも可）を巻き付けまし
ょう。
●水道管が凍結してしまったら
　タオルなどの布をかぶせた
上から、ぬるま湯をゆっくり
かけて溶かしましょう。急に
熱湯をかけると蛇口や水道
管が破裂することがあり
ます。
●蛇口や水道管が破裂したら
　止水栓を閉め、指定工事事業者に修理を依頼してください。

と　き　22日（土）13時～15時30分
ところ　リージョンプラザ　文化ホール
内　容　
① 基調講演「 あ な た

と、あなたの大切な
人のために～がん患
者からのメッセー
ジ～」

　講�　師　NPO法 人
愛媛がんサポー
トおれんじの会

　　理事長　松
まつ

本
もと

陽
よう

子
こ

さん
② 座談会「緩和ケアの今と昔～今 あなたに伝

えたいこと～」
　内�　容　医師や薬剤師、看護師、在宅ケ

アコーディネーター、医療ソーシャル
ワーカーによる意見交換

③がんに関連した体験･展示コーナー
定　員　350人（先着順）
※希望者は直接、会場へ。

水道管を凍結から守って 第７回がんフォーラム

償却資産の申告を忘れずに！

問水道部工務配水課　☎0848･64･2294 問保健福祉課　☎0848･67･6053

【例】アパート経営の主な償却資産

問資産税課（市役所本庁2階）��☎0848・67・6039

   保温材

   水道管

 ビニール
 テープを
 巻く

布や
新聞紙など

   メーターボックス

止水栓

検針のときに、
メーターが見やすいように、

詰めてください

▲�松本陽子さん
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�問い合わせ先

　今月は、障害者週間にちなんださまざまなイベントを開催します。

問�一般社団法人ロフレック
岡田さん（☎090･7594･1230）

ロボホン設置店を巡る探検ラリーを開催
～子どもたちがプログラミングしたロボホンに会いに行きませんか～
　MIHARAプログラミング教育推
進協議会の講座に参加した子ども
たちがプログラミングしたコミュ
ニケーションロボット「ロボホン」
を、市内の協力店･施設などに設置
します。各店舗･施設を巡る探検ラ
リーに参加して応募すると、抽選
で記念品が当たります。
※この事業は総務省の実証事業の
採択を受けています。
と　き　15日（土）～26日（水）
ところ　表の設置店舗･施設
※詳しくはホームページ（https://
www.rofrec.jp/
c h a l l e n g e -
mihara）で 確 認
してください。

●街頭キャンペーン
と　き　3日（月）16時～17時　
と�ころ　イオン三原店、フジグラン三原、ニ

チエー中之町店、マックスバリュ本郷店
内�　容　障害者週間に関するチラシなどの

配布

●三原特別支援学校芸術祭
と　き　15日（土）13時～15時
と�ころ　リージョンプラザ　文化ホール
内�　容　小・

中学部の児
童・生徒の
作 品 展 示、
高等部の生
徒による音
楽発表・美
術作品展示

問�い合わせ先　三原特別支援学校
  （☎0848･66･3030 0848･66･3031）

●公演
と　き　15日（土）10時～12時　
ところ　リージョンプラザ　展示ホール
内　容　①落語②マジックショー
出�　演　①全盲の落語家　桂 福

ふく
点
てん

さん②耳の聞こえないマ
ジシャン ミスターかわづさん

定�　員　100 人
（先着順）

※希望者は直接、
会場へ。

●アート展
と　き　15日（土）～27日（木）10時～17時
　※15日（土）･21日（金）･22日（土）は19時まで。
ところ　リージョンプラザ　展示ホール
内�　容　あいサポートアート展巡回展示、三原特別支援学校児

童・生徒の作品展示、障害のある人の作品展示

12月3日（月）～9（日）は障害者週間です

店舗･施設名 ところ
あすなろ苑 頼兼二丁目9番10号
喜多扇 城町一丁目20番21号
スーパーホテル三原駅前 城町一丁目12番10号
まこと屋�イオン三原店 城町二丁目13番1号
みはら歴史館 城町一丁目2番1号
ゆめの木珈琲 円一町一丁目1番7号
ゑびす家本店 城町一丁目8番2号

▲講座でプログラミングを学ぶ子どもたち

表　ロボホン設置店舗･施設（50音順）

▲�コミュニケーション
ロボット「ロボホン」

��問社会福祉課☎0848･67･6060� 0848･64･2130

▲昨年の音楽発表の様子

▲ミスターかわづさん▲桂�福点さん

▲�ホームページの
２次元コード
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市
の
家
計
簿
を
見
て
み
よ
う 

〜
平
成
29
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
〜

　
平
成
29
年
度
は
平
成
28
年
度
に
引
き

続
き
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も
赤

字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

平
成
29
年
度
の
決
算

会　計 収　入 支　出
平成30年度に使
うことが決まっ

ている経費
収　支

（A） （B） （C） （A-B-C）
一般会計 487億円 481億円 1億円 5億円

特別会計 286億円 275億円 0億円 11億円

合　計 773億円 756億円 1億円 16億円

●平成29年度の決算状況

●市の財政を家計に例えると？

支出の内訳収入の内訳

一般会計
収　入
487億円

繰越金 9億円 1.9％繰入金 1億円 0.3％
※1 使用料ほか18億円 3.6％
諸収入19億円
3.8％

市債
79億円
16.3％

※2 地方譲与税ほか
　　27億円 5.5％

県支出金
 34億円
 7.0％ 国庫支出金

55億円
11.4％

地方交付税
105億円
21.4％

市税
140億円
28.8％

一般会計
支　出

（性質別）
481億円

積立金、出資金、
貸付金 47億円 9.8％

補助金 
30億円 6.2％

他会計支援金
56億円 11.6％

管理費
55億円 11.5％

借入返済金
75億円 15.6％

建設費
57億円
11.8％

人件費
74億円 15.4％

福祉医療費
87億円 18.1％

　１カ月当たり31万３千円※を支出する家計に置き換えると、市の収入と支出の状況は次のとおりです。
※平成29年総務省家計調査による平均消費支出から。

市の支出項目 家計の支出項目 金　額
福祉医療費 医療費 56,631円
人件費 食費 48,324円
建設費 家具購入費や車購入の頭金 37,090円
借入返済金 ローン返済金 48,924円
管理費 光熱水費や家の補修費 35,992円
他会計支援金 子どもへの仕送り 36,180円
補助金 保険の掛金など 19,331円
積立金、出資金、貸付金 貯金や友人への貸し付け 30,528円

合　　計 313,000円
収入－支出 3,916円

市の収入項目 家計の収入項目 金　額
市税 給料 91,131円
地方交付税、国･県支出金、
地方譲与税ほか 親からの援助 143,779円

市債 借金 51,545円
諸収入、使用料ほか 副業の収入 23,537円
繰入金 預金の取り崩し 897円
繰越金 前月の残り 6,027円

合　　計 316,916円

※１　使用料ほか…手数料、分担金、負担金、寄付金、財産収入を含みます。
※２　地方譲与税ほか…地方消費税交付金、地方特例交付金などを含みます。

　収入から支出を引くと黒字になっておる
が、収入に占める給料（市税）の割合は約
30％しかなく、約半分は親からの援助（地
方交付税など）で賄われている状況じゃ。
　支出は、医療費（福祉医療費）、食費（人
件費）、ローン返済金（借入返済金）が約半
分を占めておるのう。
　皆さんの家計と比べてみてはどうかの？

問財政課
☎0848・67・6028
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平成30年度上半期の市の財政状況をお知らせします（平成30年9月30日現在）

●�貯金（積立金）と借入金
（市債）の残高

●健全化判断比率と資金不足比率でみる市の財政状況

※平成17年度の国と市それぞれ
の負担額は、現行制度の算定方
法に準じて算出しています。

　合併特例債や過疎債（ソフト
分）を基金へ積み立てたことな
どにより、貯金の残高は平成
28年度に比べて大幅に増加し
ています。
　市役所新庁舎の整備や合併
特例基金への積み立てなどの
ために借り入れをしたことか
ら、借入金残高は平成28年度
に比べて10億円増加していま
すが、市負担分は９億円減少
しています。

　健全化判断比率・資金不足比率とは、自治体の財政破綻を未然に防ぐために国が定めた基準で、この比率
でその自治体の財政の健全性を判断することができます。
　市の平成29年度決算では、全ての項目で基準をクリアしており、財政は健全な状態にあるといえます。

　上半期は、収益13億478万1千円、費用12億
6,954万6千円で差し引き3,523万5千円の利益が
出ました。

 貯金（積立金）残高の推移

●予算の執行状況

●市が保有する財産の現在高

 借入金（市債）残高の推移

●水道事業の経営状況

会　計 予算額 収入済額 執行率 支出済額 執行率
一般会計 529億9,364万3千円 196億918万8千円 37.0% 160億8,185万円 30.3%
特別会計 281億9,805万9千円 100億254万6千円 35.5% 100億8,049万4千円 35.7%
合　計 811億9,170万2千円 296億1,173万4千円 36.5% 261億6,234万4千円 32.2%

財　産 現在高
土地（地積） 　8,273,509.68㎡
建物（延床面積）  482,697.53㎡

基　金
一般会計 152億1,285万6千円
特別会計 34億7,262万1千円

60

80

100

120

140

160

H29H28H27H17

（億円）

120.2
億円

120.6
億円

152.2
億円

96.2
億円

（年度）
0

100

200

300

400

500

600

700

市負担分 国負担分

H29H28H27H17

（億円）

467
億円

163
億円

449
億円

156
億円

605
億円

630
億円

486
億円

154
億円

640
億円

309
億円

362
億円

671
億円

（年度）

※各指標の計算式など、詳しくは市ホーム
ページで公開しています。

健全化判断比率 平成29年度
決算数値

早期健全化基準
（財政が破綻寸前

であることを示
す国の基準値）

財政再生基準
（財政が破綻して

いることを示す
国の基準値）

実質赤字比率
（一般会計などの

赤字比率）
－

（赤字なし） 11.97% 20%

連結実質赤字比率
（上下水道などを含む

全会計の赤字比率）
－

（赤字なし） 16.97% 30%

実質公債費比率
（収入に対する借金返

済額の比率）
7.0% 25% 35%

将来負担比率
（収入に対する借金残

高などの比率）
35.3% 350% －

平成29年度
決算数値

経営健全化基準
（財政が破綻寸前
であることを示す

国の基準値）
資金不足比率

（上下水道など
公営企業の
赤字比率）

－
（赤字なし） 20%
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　市職員の給与などは、地方自治法および地方公務
員法に基づき、市の条例・規則で定められています。
給与などについて、主な内容をお知らせします。

１　特別職の給料など

※職員数は、職務区分による一般行政職の人数（税
務職44人、看護・保健職30人、福祉職76人、消防職
167人、企業職40人、技能労務職32人、幼稚園教諭
29人、指導主事９人を除く）。

２　職員の給与（平成29年度一般会計決算）

３　職員の平均給料月額と平均年齢

４　職員の初任給

５　職員の経験年数別・学歴別の平均給料月額

６　一般行政職の級別職員数の状況（合計481人）

※職員１人当たりの平均給与（給料＋手当）は
年額約601万円です。

区　分 給  料 ・ 報  酬
期  末  手  当

6月期 12月期 合計

特
別
職

市　長 給　料  943,000円

2.125
　月分

2.275
　月分

4.40
　月分

副市長 　〃　  744,000円 

議
　
員

議　長 報　酬  530,000円

副議長 　〃　  475,000円

議　員 　〃　  428,000円

問職員課　　☎0848・67・6024

給与の
決算額
50億284
万円

    期末勤勉手当
  12億3,248
  万円
（24.6%）

職員手当
7億1,561万
 8千円
  （14.3%） 給料

30億5,473万7千円
（61.1%）

区　分
一  般  行  政  職

平均給料月額 平 均 年 齢
三原市 318,100円 41.9歳

国 329,800円 43.5歳

区　　　　　分 三  原  市 国

一般行政職
大学卒（上級） 185,800円 192,700円

大学卒 179,200円 179,200円
高校卒 151,500円 147,100円

区　　分
経  験  年  数

10～14年 15～19年 20～24年

一　般
行政職

大学卒 279,100円 315,200円 351,700円
高校卒 253,000円 297,000円 318,800円

0

50

100

150

200

１級

（人）

２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

主事
技師

主事
技師

主任
主任主事
主任技師

主査
専門員

課長補佐
係長

次長
課長

参事
部長

51人
（10.6%）

52人
（10.8%）

176人
（36.6%）

38人
（7.9%）

105人
（21.8%）

48人
（10.0%）11人

（2.3%）

市職員の給与などを
お知らせします

市職員の給与などを
お知らせします

平成30年４月１日現在
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７　職員手当　

８　職員の定員
　

※職員数には地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時･非常勤職員は除きます。

区　分 三原市 国

期
末
勤
勉
手
当

期　末 勤　勉 期　末 勤　勉
６月期 1.225月分 0.90月分 1.225月分 0.90月分
12月期 1.375月分 0.90月分 1.375月分 0.90月分
合　計 2.6月分 1.8月分 2.6月分 1.8月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる

退
職
手
当

自己都合 勧　奨 自己都合 勧　奨
最高限度額 47.709月分 47.709 月分 47.709月分 47.709 月分
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分 39.7575月分 47.709 月分
退職時の加
算、特別昇
給など

勤続20年以上で定年前早期
勧奨退職特例措置として上
記率に2～20％を加算

勤続20年以上で定年前早期
退職特例措置として上記率
に2～45％を加算

部　門
職員数（人） 対前年比

（人）平成30年 平成29年

一般行政
部　門

議　会 7 7 0

総　務 156 161 △ 5

税　務 44 44 0

民　生 155 149 ＋ 6

衛　生 68 70 △ 2

労　働 0 0 0

農　水 28 28 0

商　工 20 23 △ 3

土　木 88 87 ＋ 1

小　計 566 569 △ 3

特別行政
部　門

教　育 103 102 ＋ 1

消　防 169 165 ＋ 4

小　計 272 267 ＋ 5

普通会計　 計 838 836 ＋ 2

公営企業
部門など

水　道 40 40 ０

その他 30 30 ０

小　計 70 70 ０

合　計 908 906 ＋ 2

区
　
分

内　　　容
国の
制度
との
異同

国の制度と
異なる内容

扶
　
養
　
手
　
当

●配偶者　       6,500円

●扶養親族
　　子　　　  10,000円
　　父母など　 6,500円
※子のうち16～22歳はそ
れぞれ5,000円を加算。

同
じ

住
居
手
当

●持ち家の場合
　　　　　　　　なし

●借家・借間の場合
　　　 27,000円以内

同
じ

通
　
勤
　
手
　
当

●交通機関利用者
負担額が55,000円以下
　　　　　   実負担額
　 〃  　55,001円以上
　　　　　 55,000円

●交通用具使用者
　距離により
　2,900円～31,600円

一
部
国
と
異
な
る ●交通用具使用者

　距離により
　2,000円～31,600円

区
分 内　　　　　　　　容

特
殊
勤
務
手
当（
平
成
29
年
度
）

職 員 全 体 に 占 め る
手 当 支 給 職 員 の 割 合 18.7％

支給対象職員１人当たり平均
支 給 年 額 23,150円

手  当  の  種  類 9種類

時 

間 

外 

勤 

務 

手 

当

平成29年度
支 給 総 額 3億826万1千円

職 員１人 当 た り
支 給 年 額 39万7千円

平成28年度
支 給 総 額 2億9,598万1千円

職 員１人 当 た り
支 給 年 額 38万5千円
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国
保
と
介
護
保
険
で
支
払
っ
た
金

額
の
合
計
額
が
、
表
１
の
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る

と
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対�

象
期
間　
平
成
29
年
８
月
１
日
～

平
成
30
年
７
月
31
日

対�
象
者　
今
年
７
月
末
時
点
で
国
保

の
資
格
が
あ
る
人

※
対
象
世
帯
に
は
、
来
年
１
月
～
２

月
ご
ろ
に
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
対
象
期
間
中
に
医
療
保
険
の
種
類

が
変
わ
っ
た
人
は
、
案
内
文
書
が
届

か
な
く
て
も
支
給
対
象
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
保
険
医
療

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
施
術
を
受
け
る
と
き
、

保
険
証
が
使
え
る
の
は
次
の
場
合
に

限
ら
れ
ま
す
。

①�

柔
道
整
復
…
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
脱

臼
な
ど
外
傷
性
の
け
が
の
と
き

②�

鍼
灸
…
慢
性
病（
神
経
痛
、リ
ウ
マ

チ
、
頚
腕
症
候
群
、
五
十
肩
、
腰

痛
症
、頚
椎
捻
挫
後
遺
症
な
ど
）で

医
師
の
同
意
が
あ
る
と
き

③�

マ
ッ
サ
ー
ジ
…
筋
麻
痺
、
関
節
拘

縮
な
ど
医
療
上
必
要
と
医
師
が
認

め
た
と
き

※
た
だ
し
、
柔
道
整
復
や
鍼
灸
は
、

医
療
機
関
で
同
じ
時
期
に
同
じ
疾
患

で
治
療
や
薬
の
処
方
を
受
け
て
い
る

場
合
、
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

施
術
所
の
先
生
の
質
問
に
は
正
し
く

答
え
て
く
だ
さ
い
。

※
施
術
内
容
や
医
療
機
関
で
の
治
療

な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為

に
よ
り
け
が
を
し
た
場
合
、
そ
の
医

療
費
は
加
害
者
が
負
担
す
る
こ
と
が

原
則
で
す
。
し
か
し
、
賠
償
が
遅
れ

加入者みんなで支え合う国民健康保険
　国民健康保険（国保）は、職場の健康保険などに加入していない74歳までの人が、病気やけがをしたときに
安心して医療などを受けるための制度です。

年齢 所得区分 対象者 自己負担限度額

70歳
未満

上位所得者

基礎控除後の総所得金額等が、世帯の国保被
保険者全員の合計で901万円を超える世帯の
人。所得の申告がない場合も上位所得者とみ
なされます。

212万円

総所得金額等が600万円超901万円以下の世帯の人 141万円

一　　般
市民税の課税世帯で、総所得金額等が210万
円超600万円以下の世帯の人 67万円

総所得金額等が210万円以下の世帯の人 60万円

市民税非課税世帯 世帯主と国保被保険者全員が市民税非課税世
帯の人 34万円

70～
74歳

現役並み所得者Ⅲ

自己負担の割
合が３割の人

市民税課税所得が690万円
以上 212万円

現役並み所得者Ⅱ 市民税課税所得が380万円
以上 141万円

現役並み所得者Ⅰ 市民税課税所得が145万円
以上 67万円

一　　般 市民税が課税されている世帯で現役並み所得
者以外の人 56万円

低所得者Ⅱ 世帯主と国保被保険者全員が市民税非課税世帯の人
（低所得者Ⅰ以外） 31万円

低所得者Ⅰ
世帯主と国保被保険者全員が市民税非課税世
帯で、各所得が必要経費・控除（年金の控除額
は80万円）を差し引いたときに０円になる世
帯の人

19万円

表1  医療費と介護費用で合算した場合の自己負担限度額（年額・世帯ごと）

※�所得区分は、今年7月31日の医療保険の世帯区分に応じて判定します。

 

医
療
費
と
介
護
費
用
が

 

高
額
に
な
っ
た
ら

  

～
高
額
介
護
合
算
療
養
費
～

 

◆
あ
ん
な
と
き・こ
ん
な
と
き

柔
道
整
復（
整
骨
院
な
ど
）・
鍼

灸・マ
ッ
サ
ー
ジ
に
か
か
る
と
き

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
　

～
第
三
者
行
為
に
よ
る
届
け
出
～
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た
と
き
は
、
い
っ
た
ん
保
険
証
を
使

っ
て
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

��

事
故
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
警
察

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い

��

保
険
医
療
課
に
連
絡
し
、「
第
三
者

行
為
に
よ
る
被
害
届
」を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

��

相
手（
加
害
者
）か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
た
り
、
市
に
無
断
で
示
談

を
済
ま
せ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ

い
　
社
会
保
険
な
ど
、
国
保
以
外
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
、
手
続

き
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
　
市
民
課（
市
役
所
本
庁
１

階
）、
各
支
所

用
意
す
る
物
　
国
保
の
保
険
証
、

新
し
い
保
険
証
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類

●
保
険
適
用
の
適
正
化
調
査
に
協
力
を

　
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
要
件
を
満

た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
国
保
加
入

世
帯
に
、
調
査
文
書
を
送
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
保
険
医
療
課（
市
役
所
本
庁
１
階
）

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

　平成29年度の国保会計は、歳入の
前期高齢者交付金が増えたことや、
歳出の医療給付費が減少したことに
より、約５億5,300万円の黒字とな
りました。
　黒字額は平成30年度に繰り越し、
国庫・県費などの精算返還金や平成
30年度予算での基金繰り入れの解消
などに使います。

　国保では、ジェネリック医薬品に切り
替えた場合に医療費（自己負担）の削
減が見込める人へ通知しています。
●平成29年度�削減効果額
　　　　　　��1億3,924万1,282円

 ジェネリック（後発）医薬品
 による医療費削減報告

国保だより

 平成29年度の決算 その他 22% 
27億5,394万円

繰入金  6% 
7億4,288万円

県支出金 4% 
4億9,520万円

療養給付費
交付金  2％　
2億541万円

国庫支出金 
19％　
22億9,361万円

保険税 16％　
20億1,468万円

前期高齢者
交付金  31％　

　　　　　　　37億7,498万円

歳　入
122億
8,070
万円

その他の支出金 22％
26億1,386万円

介護納付金 4% 
4億873万円

後期高齢者支援金 
10% 
11億8,862万円 医療給付費 62% 

72億7,597万円

総務費 1% 
1億5,244万円

基金積立金 1％
8,795万円

歳　出
117億
2,757
万円

歳　出

歳　入

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き
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みんなで支えています。介護保険
　介護保険は加齢や病気などで、入浴や食事などの介護、機能訓練や看護などの医療が必要と
なった人に福祉・医療サービスを提供し、いつまでも住み慣れたまちで安心して生活できるよう
に、社会全体で支え合う制度です。
　この制度を運営するための費用は、半分を公費（国25％、県12.5％、市12.5％）で負担し、残
り半分を40歳以上の人（40歳～64歳が28％、65歳以上が22％）が保険料として負担しています。

65
歳
以
上
の
人
口
と

要
介
護
認
定
者
数
の
推
移

介
護
保
険
給
付
費
の
推
移

　

　
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
平
成
30
年
３
月
末
現
在
、
３
２
，
１
４
９
人
で
す
。
高
齢
化
率（
全
人
口
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
）は
33・
82
％
で
、
市
民
の
約
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
表
１
）

　
ま
た
、
要
介
護・要
支
援
認
定
者
数
は
６
，３
１
５
人
で
す
。（
表
２
）

　
平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
給
付
費
は
、
介
護
保

険
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
12
年
度
に
比
べ
、
約
２

倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
、自
宅
で
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
居
宅・地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
費
は

約
４
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
65 歳以上人口

H30H29H28H27H26H21H19
0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00
高齢化率

27,178人27,178人

（人） （%）

26.23% 27.24%

27,819人27,819人

31,965人31,965人

30.70% 31.64% 32.48% 33.17% 33.82%

32,149人32,149人

30,369人30,369人
31,095人31,095人 31,657人31,657人

〜〜 〜〜
（年）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H30H29H28H27H26H21H19

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

4,940人

（人）

（年）

5,279人

6,498人 6,435人 6,315人6,380人 6,536人

〜〜 〜〜

H29H28H27H26H24H18H13H12
（年度）

0

20億円

40億円

60億円

80億円

100億円

その他施設サービス費居宅・地域密着型サービス費

42億
3,692
万円

48億
3,615
万円

59億
9,606
万円

91億
466
万円

89億
6,883
万円

83億
4,253
万円

91億
736
万円

91億
574
万円

介護保険
制度の開
始

〜〜〜〜〜〜

表１　市の65歳以上の人口と高齢化率の推移

表２　市の要介護・要支援認定者数の推移

介護保険給付費の推移
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　平成29年度に介護サービス
を利用した人は延べ64,748人
で、介護給付費は歳出総額の約
87％を占めています。

　歳出のうち「その他」の4億5, 
820万円には、要介護認定にか
かる費用などを含む総務費1億
396万円のほか、審査支払手数
料707万円が含まれます。

　
市
で
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課

程
な
ど
の
研
修
を
受
講
し
、
資
格
を

取
得
し
た
人
へ
、
受
講
料
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

※
研
修
終
了
日
ま
た
は
資
格
取
得
日

か
ら
継
続
し
て
６
カ
月
以
上
、
市
内

の
指
定
事
業
所
に
勤
務
し
た
人
に
限

り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

　
要
介
護・要
支
援
認
定
と
は
、被
保

険
者
の
心
身
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

要
介
護
度
と
そ
の
有
効
期
間
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

●�

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
の

手
順

①
要
介
護・要
支
援
認
定
の
申
請

　
市
役
所
本
庁
ま
た
は
各
支
所
で
認

定
申
請
を
し
ま
す
。
申
請
時
に
、
介

護
保
険
証
と
主
治
医
意
見
書（
持
っ

て
い
る
場
合
）を
提
出
し
ま
す
。

　
申
請
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
代
行

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
訪
問
調
査

　
調
査
員
が
自
宅
や
施
設
、
病
院
を

訪
問
し
、
本
人
や
家
族
か
ら
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
審
査・判
定

　
訪
問
調
査
の
結
果
と
主
治
医
意
見

書
を
基
に
、
介
護
認
定
審
査
会
で
要

介
護
度
と
有
効
期
間
を
認
定
し
ま

す
。

④
認
定
結
果
の
通
知

　
原
則
と
し
て
申
請
か
ら
30
日
以
内

に
認
定
結
果
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
の
選
択

　
要
支
援
１・２
の
人
は
、介
護
予
防

※平成29年度三原市介護保険特別会計決算書による。

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
研
修

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

②
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修

サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
介
護
予
防・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
が
利
用
で
き
ま

す
。

　
要
介
護
１
〜
５
の
人
は
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。

⑥
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
依
頼

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
本
人
の

希
望
や
状
態
に
応
じ
た「
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）」の
作
成
を
依
頼

し
ま
す
。

⑦
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
契
約
を

結
び
、ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
費
用
の
１
〜
３
割
を

利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

⑧
更
新
の
申
請

　
引
き
続
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
は
、
有
効
期
間
が
終
了
す
る
前

に
更
新
申
請
を
し
ま
す
。
有
効
期
間

が
終
了
す
る
60
日
前
か
ら
申
請
で
き

ま
す
。

※
認
定
期
間
中
に
、
心
身
の
状
況
が

改
善・悪
化
し
、必
要
と
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
変
化
し
た
と
き
は
、
変
更
申

請
が
で
き
ま
す（
区
分
変
更
申
請
）。

 平成29年度の決算状況

問
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
４
０

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は

要
介
護・要
支
援
認
定
が
必
要
で
す

介
護
の
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

〜
研
修
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
〜

介護保険だより

地域密着型サービス 14億3,191万円

居宅サービス　
37億1,031万円
居宅サービス　
37億1,031万円施設サービス

33億6,841万円
施設サービス
33億6,841万円

特定入居者介護
サービス費
2億6,257万円

高額介護サービス費 
2億846万円

地域支援事業 
3億4,797万円

その他 4億5,820万円

歳出
97億

8,783万円

繰入金・その他 
1億6,551万円

繰越金 
1億9,872万円

65歳以上の人の
保険料 
21億6,242万円

65歳以上の人の
保険料 
21億6,242万円

40～64歳の人の
保険料 
25億8,120万円

40～64歳の人の
保険料 
25億8,120万円

市の負担金 
11億9,517万円

県の負担金 
14億2,936万円
県の負担金 
14億2,936万円

国の負担金 
24億508万円
国の負担金 
24億508万円

歳入
101億
3,746万円
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募集しています

保育所（園）・認定こども園の入所（園）申し込みを受け付けます
対　象　次の要件を満たす人
 保育所（園）・地域型保育事業
　①�市内在住で、来年４月から新しく入所を希望する人
　②�仕事や介護などで家庭保育が困難な人
 認定こども園
　●保育利用
　　①�市内在住で、来年４月から新しく入所を希望する人
　　②�仕事や介護などで家庭保育が困難な人

保育所（園） ところ 定　員 保育時間 延長保育 対　象

公
　
立

円一保育所 円一町二丁目7番3号 180人

7：30〜18：00 なし 6カ月以上

糸崎保育所 糸崎三丁目5番1号 45人
幸崎保育所 幸崎能地三丁目14番1号 45人
中之町保育所 中之町一丁目4番12号 70人
高坂保育所 高坂町真良2153番地 30人
長谷保育所 長谷一丁目5番21号 60人
宗郷保育所 宗郷四丁目8番19号 70人
本郷保育所 本郷南五丁目8番1号 100人 7：00〜18：00 19：00まで 6カ月以上

久井認定こども園 久井町坂井原3024番地 保育利用 90人 7：30〜18：00 19：00まで 6カ月以上
教育利用 50人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

大和認定こども園 大和町下徳良697番地2 保育利用 135人 7：30〜18：00 19：00まで 6カ月以上
教育利用 50人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

私
　
立

聖心保育園 東町三丁目13番6号 120人 7：00〜18：00 19：00まで 4カ月以上
あさかぜ保育園 沼田東町片島249番地3 80人 7：00〜18：00 19：30まで 生後9週以上
さんさんみなと保育園 港町一丁目6番6号 コウサキビル2階 64人 7：00〜18：00 20：00まで 4カ月以上

愛育認定こども園 本郷南三丁目４番７号 保育利用 90人 7：00〜18：00 19：00まで 3カ月以上
教育利用 20人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

認定けいこうこども園 本町三丁目26番1号 保育利用 90人 7：00〜18：00 19：30まで 3カ月以上
教育利用 15人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

認定あやめが丘こども園 沼田西町惣定66番地308 保育利用 80人 7：00〜18：00 19：00まで 3カ月以上
教育利用 10人 8：30〜14：30 なし 3歳以上

紅梅認定こども園 西野三丁目8番18号 保育利用 150人 7：00〜18：00 19：00まで 生後8週以上
教育利用 15人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

さくらこども園 宮浦六丁目21番12号 保育利用 100人 7：00〜18：00 19：00まで 生後9週以上
教育利用 15人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

あんず認定こども園 幸崎能地七丁目28番18号 保育利用 40人 7：00〜18：00 19：30まで 生後57日以上
教育利用 5人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

愛光園保育所（来年4月に
こども園へ移行予定） 館町二丁目2番12号 保育利用 85人 7：00〜18：00 19：30まで 4カ月以上

教育利用 10人 8：30〜14：00 なし 3歳以上
さんさんまりん保育園（来年
4月にこども園へ移行予定）

港町三丁目6番29号 サンラ
イズマリン瀬戸１・２階

保育利用 80人 7：00〜18：00 20：00まで 4カ月以上
教育利用 10人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

月見幼稚園（来年4月にこ
ども園へ移行予定） 西町2丁目7番9号 保育利用 135人 8：00〜19：00 7:30〜8：00 6カ月以上

教育利用 135人 8：30〜14：00 なし 3歳以上

地
域
型
保
育

子どもサロンドレミ園 皆実一丁目21番15号 19人 7：30〜18：00 19：00まで 生後60日〜
満３歳未満

なかよし保育園 明神三丁目5番1号 12人 7：00〜18：00 19：00まで ３カ月〜
満３歳未満

子どもサロン駅前ドレミ園 城町一丁目１番11号 19人 7：30〜18：30 19：30まで 生後60日〜
満３歳未満

りんくう保育園 本郷町善入寺用倉山10064番地190 12人 7：00〜18：00 なし 生後57日〜
満３歳未満

問子育て支援課（市役所本庁２階）　☎0848・67・6042

　●教育利用
　　①市内在住で、来年４月から新しく入所を希望する人
※私立認定こども園（教育利用）への入園は、各園へ直接、
申し込んでください。
申 し込み　21日（金）までに申請書（提出先、各保育所・
認定こども園に用意）を子育て支援課または各支所へ

※定員は施設の規模です。来年４月に入所できる人数ではありません。
※本郷ひまわり保育所（下北方一丁目）は災害復旧作業中です。再開時期は未定です。
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�問い合わせ先

受 付場所　子育て支援課、各支所
対 　象　保護者が仕事などで、昼間家にいない市内
の小学生

※身体障害者・療育・精神手帳を持っている子は、ど
のクラブも６年生まで申請できます。
申 し込み　申請書と雇用証明書（いずれも子育て支援
課、各支所、市ホームページに用意）を各受付場所
へ

※定員を超えた場合、入会できないことがあります。

問子育て支援課（市役所本庁２階）
　☎0848・67・6045

放課後児童クラブの入会児童を募集します

放課後児童クラブ名 ところ 定員 対象学年
糸崎 旧糸崎幼稚園内 各30人

1〜6年

糸崎第２
三原 三原小学校内 各40人三原第２
駅前 市民福祉会館内 40人
中之町 中之町小学校内 60人
中之町第２ 40人
深 深小学校内 20人
西宮

西小学校内
40人

西宮第２ 30人
西宮第3 40人
西宮第４ 西宮集会所内 30人
円一

南小学校内 各60人円一第２
円一第3 40人
明神 明神会館内 70人
明神第２ 25人
沼田 沼田小学校内 20人
小坂 沼北小学校内 20人 1〜4年
沼田東 沼田東小学校内 48人 1〜3年沼田東第2 40人

放課後児童クラブ名 ところ 定員 対象学年
小泉 小泉小学校内 20人

1〜6年

沼田西 沼田西幼稚園内 35人
須波 須波小学校内 20人
幸崎 幸崎小学校内 30人
本郷 本郷小学校内 55人
本郷第2 旧本郷西老人集会所内 44人
南方 本郷西小学校内 各38人南方第2

船木
旧船木小学校内　
※豪雨災害の影響で
本郷西小学校内に一
時移転しています。

20人

久井 久井中学校内 各40人久井第２
大和 大和小学校内 45人

 ● 来年４月１日（４月以降の春休み期間も含む）
からの入会

 　受付期間　12月20日（木）まで
 ● 春休み期間（３月26日～31日）の入会
 　受付期間　来年１月15日（火）～２月15日（金）

任期付職員（土木技術職）を募集します
試験日・場所　来年１月13日（日）・中央公民館
受付期限　12月20日（木）まで
試�験要項・申込書の配布場所　職員課、市ホームペー
ジ
※郵便で請求する場合は宛先を記入し、120円切手
を貼った返信用封筒（33cm×24cm以上）を同封して

ください。
申�し込み先　三原市試験委員会（職員課内〒723-
8601港町三丁目５番１号）

※郵送の場合、締切日必着です。

職種（試験区分） 採用予定数 任用期間 採用予定日
任期付土木技師 ２人 　　２年間

　　来年２月以降
育休代替任期付土木技師 ２人 　　３年以内

問職員課（市役所本庁３階）　☎0848・67・6025

来年４月に民間の放課後児童クラブが開設されます
放課後児童クラブ名 ところ 定員 対象学年
I Love Kids 城町一丁目20番16号通ビル2階 40人 １〜６年
※三原・広島大学附属三原・鷺浦小学校の児童が対象。
※運営時間や料金など詳しくは問い合わせてください。
申し込み先　ワタナベ楽器（☎0848・63・2181）
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募集しています

非常勤職員を募集
任用期間　来年4月1日～再来年3月31日
受�付期間　12月3日（月）～12月14日（金）

対　　　象　応募資格を満たす人（年齢・学歴は不問）
選�考�方�法　書類審査・適性検査・面接
用意する物　申込書、応募資格を証明する物の写し
※応募資格など、詳しくは募集要項で確認してください。
※募集要項・申込書は各課・市ホームページで取得できます。

職　　種 報酬（日額） 勤務日・時間 主�な�業�務�内�容
★は自動車の運転を伴う。 応　募　資　格 定　員 申し込み・

問い合わせ先

警備嘱託員 8,680円 週平均3日程度、
1日7時間45分

時間外の来庁者への対応、出入者
の監視、電話・郵便物の受け付け

本郷支所での日直・宿直ができる人 若干名 本郷支所
☎0848･86･1111

久井支所での日直・宿直ができる人 若干名 久井支所
☎0847･32･7114

大和支所での日直・宿直ができる人 若干名 大和支所
☎0847･33･0222

事務嘱託員 6,760円 週5日、１日5時間50分 窓口業務・データ処理・書類整理
パソコン操作（ワード・エクセルなど）ができる人 7人程度

職員課
☎0848･67･6025身体障害者手帳を持ち、パソコン操作（ワード・エクセルな

ど）ができる人 若干名

保健指導員 10,050円 週4日、1日6時間45分 保健福祉に関する指導･相談★ 保健師または看護師の資格を持っている人 1人

保健福祉課
☎0848･67･6061

家庭児童相
談員 6,760円 週5日、1日5時間50分 子育て支援に関する相談･指導★ 児童福祉司、保健師、助産師、看護師、保育士の資格また

は教員免許を持ち、子どもに関わる実務の経験がある人 3人程度

栄養指導員 8,500円 週4日、1日6時間45分 保健福祉に関する栄養指導・相談
★ 管理栄養士または栄養士の資格を持っている人 3人程度

障害支援区
分認定調査
嘱託員

8,690円 週5日、1日5時間50分 障害福祉サービス申請者への訪問
調査★

介護支援専門員、保健師、看護師、理学・作業療法士、社会
福祉士、社会福祉主事任用資格、介護福祉士、ヘルパー１
級などの資格を持っている人

1人

社会福祉課
☎0848･67･6059

婦人相談員 6,760円 週5日、1日5時間50分 ＤＶ被害者の相談・指導・助言 業務に必要な識見がある人 1人

就労支援相
談員 8,040円 週5日、1日5時間50分 生活保護受給者の就労相談・支援 就職・福祉について専門知識のある人 1人

診療報酬明
細書点検事
務嘱託員

8,040円 週5日、1日5時間50分 生活保護受給者の診療報酬明細書
の点検

医療事務の資格を持っている人、または医療機関などで医
療事務の経験が1年以上ある人 1人

介護給付適正
化嘱託員 10,320円 週4日、1日6時間45分 介護給付適正化に関する業務 主任介護支援専門員の資格を持っている人、または同等の

識見のある人 1人 高齢者福祉課　
☎0848･67･6240

看護師嘱託
員 8,690円 週5日、1日5時間50分 大和診療所での看護師業務 看護師または准看護師の資格を持っている人 4人

保険医療課　
☎0848･67･6056診療報酬明

細書点検事
務嘱託員

8,040円 週5日、1日5時間50分 大和診療所での診療報酬明細書の
点検、医療事務

医療事務の資格を持っている人、または医療機関などで医
療事務の経験が１年以上ある人 2人

児童クラブ
指導員 5,600円 週6日、1日4時間50分 小学生の遊びや生活の指導

①保育士の資格、各種教諭免許を持っている人②大学など
で教育学などを専修し卒業した人③放課後児童クラブでの
業務経験が2年以上ある人

9人程度 子育て支援課　
☎0848･67･6045

人権相談員 8,040円 週5日、1日5時間50分 人権問題に関する相談･指導･助
言、人権文化センターの業務補助

人権問題に深い認識と理解がある人、または人権啓発に関
わる指導・相談経験が3年以上ある人 2人

人権推進課　
☎0848･67･6044人権啓発指

導員 10,690円 週3日、1日7時間45分 研修会・講座などでの指導、啓発教
材の作成、人権問題の指導･相談

教員免許を持っている人、または人権啓発に関わる指導・相
談経験が3年以上ある人 1人

営農指導嘱
託員 9,330円 週5日、1日5時間50分 営農指導、有害鳥獣対策に関する

業務★ 営農指導・有害鳥獣対策に必要な識見のある人 若干名 農林水産課　
☎0848･67･6077

特別支援介
助員

  時間単価
　1,160円

週3～5日、1日5時間50
分～7時間45分

障害のある幼児・児童・生徒の日常
生活の介助・安全確保 障害者の介助や支援などの経験がある人 10人

程度

学校教育課　
☎0848･67･6155

図書館司書 9,310円 週4日、1日6時間45分 学校図書館の整備と読書支援 図書館司書の資格を持っている人 3人程度

青少年指導
相談員 10,690円 週3日、1日7時間45分　

※土曜日勤務あり。 青少年問題に関する相談・指導 小学校または中学校の教員免許（栄養教諭を除く）を持って
いる人 3人

教育相談指
導員 10,800円 週4日、1日6時間45分　生徒指導上の諸問題と学校経営上

の課題に関する相談・指導 学校教育・指導に関しての専門的な知識・経験がある人 1人

生涯学習相
談員

8,040円 週5日、１日5時間50分
生涯学習の推進・相談 社会・学校教育の指導経験、または生涯学習について豊かな

識見がある人 3人程度
生涯学習課

（中央公民館内）
☎0848･64･213710,690円 週3日、１日7時間45分
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問問い合わせ先

生活充実講座の受講者を募集

 参加費無料お試し就労の参加者を募集
　市民の皆さんの仕事面での活躍を支援する
ため、参加者が協力事業所の仕事を見学･体
験できる「お試し就労」を実施します。
　お試し就労の後、事業所との面談などによ
り、フルタイムや
パートタイムで
採用される場合
もあります。

実施日時　申し込み時に案内
ところ　表の協力事業所
内　容　仕事の見学や体験
対 　象　30～40代の子育て中の女性や55歳
以上の人

※対象以外で参加を希望する人は、お試し就
労実施事務局に相談してください。
申 し込み　10日（月）までにお試し就労実施
事務局（コネクト内☎0848・29・9550）へ

●インターネットでも申し込めます。
 右の２次元コードを読み込んで
ください。

表　協力事業所

生活充実講座の受講者を募集

お試し就労の参加者を募集

表　協力事業所

※詳しくは市ホームページで確認してください。

生
涯
活
躍
を
応
援
し
ま
す
市
民
の
皆
さ
ん
が
仕
事
や
学
び
、
趣
味
な
ど
を
通
じ
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

シニア＆子育てママ向け

地域 事業所名 主な業務内容

三原

（株）アトラック 調理補助

（福）興仁会 介護補助、送迎

（福）泰清会 介護補助

鳥巧商事（株） 鶏肉の加工

（株）ビジネスサポート 内勤業務

（株）広島アグリネットファーム トマトの栽培管理

本町ごはん はらのすけ 調理補助

万汐農園 観光農業業務、農産物の加工

（福）三原のぞみの会 栄養管理、保育補助

地域 事業所名 主な業務内容

三原

（株）やまみ 豆腐の製造

（特非）ワーカーズコープ 放課後児童支援員補助

ワークマン 三原店 販売、清掃

本郷（株）澤井製作所 プラスチックの成形、製品組み立て

久井（農）清流の郷・泉 大根の収穫

大和

（株）木下ファーム ぶどうの生産管理・販売

（株）グリーンバーズ・ヒロデン キャディーバッグ受け取り、コース整備

松尾電気（株） 組立作業

（福）みどりの町 障害者支援

　市と県立広島大学が開発を進めている生活
充実講座の受講者を募集しています。受講者
は来年１月から３月にかけて行われる全４回
の講座に参加し、アンケートに回答します。
全ての講座に参加した人には修了証と図書
カード2,000円分を進呈します。
　講座を開始する前に、次の日程で説明会を
開催します。
と 　き　①来年１月９日（水）10時～12時
　②11日（金）14時～16時③12日（土）10時～
　12時　

ところ　県立広島大学三原キャンパス
講　師　県立広島大学講師
　高木雅之さん
対 　象　65歳以上の人
定 　員　100人（申し込み
先着順）

申 し込み　来年１月７日
（月）までに、電話または
Ｅメールで①名前②電話番号③希望する日
時を県立広島大学 高木さん（☎090・7508・
2663 takagi＠pu-hiroshima.ac.jp）へ

▶  高木雅之さん

▶ お試し就労の様子

▶２次元コード
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イベント情報

来年１月13日（日）14時～16時

15日（土）18時～22時※演奏会は19時から。

５日（水）①12時～②16時～

新成人のつどい（成人式）

宇根山天文台

と�ころ　芸術文化センター ポポロ
内�　容　第１部：成人式典、第２部：新成人を祝う会
対�　象　平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ

の人
※市内に住民登録している人には案内状を送付します。
今月中旬になっても届かないときは連絡してください。
※就学や就職などで市外に住民登録し、出席を希望する
人は、電話または電子申
請（市ホームページ）で申
し込んでください。
※介助が必要な人は事前
に連絡してください。
� 生涯学習課（☎0848・

64・2137）

内�　容　オリオン座大星雲などの冬の星座
の観望、ハープ演奏の鑑賞
��生涯学習課（☎0848・64・2137）、宇根山
天文台（☎0847・32・7145※開館日のみ。）

ところ　芸術文化センター�ポポロ
予定曲　北の盛り場、雨のバラード、柚子�など
出　演　湯原昌幸、西崎�緑、山口�みさと�ほか
入�場料　ＳＳ席5,000円、Ｓ席4,500円、Ａ席3,500円、
Ｂ席3,000円
販売場所　ポポロ�ほか
�実行委員会事務局（☎0848・63・5233）

来年1月20日(日)14時～

来年１月14日（月･祝）14時～

木
き

村
むら

 大
だい

× 榊
さかきばら

原  大
だい

　R
ロ ッ ソ
osso N

ネ ロ
ero

～ギターとピアノで奏でるクラシックの調べ～

ところ　ホワイエ
予�定曲　ビバルディ／バイオリン協奏曲「四季」より「夏」、

ベートーベン／ピアノ・
ソナタ第８番「悲愴」第２
楽章 ほか
出�　演　木村 大（ギター）、

榊原 大（ピアノ）
入�場料　5,000（4,800）円
※（　）内は前売り券の料金。
販�売場所　ポポロ、ポポロ

オンライン ほか

　新春を彩る箏の音色をお楽しみください。
ところ　ホワイエ
予�定曲　春の海、小さ

な春 ほか
出�　演　 榊

さかき
 記

き み え
彌栄、

　 榊
さかき

 ことね
入場料　500円
※抹茶券付きは800円。
販売場所　ポポロ

音楽のT
ト ビ ラ
OBIRA

新春の調べ  箏
こと

・十
じゅうしちげん

七絃

芸術文化センター ポポロ

８日（土）10時～14時10分　合唱・合奏
９日（日）10時～16時20分　合奏・吹奏楽・邦楽など　

第20回みはら市民音楽祭

西日本豪雨災害復興支援
チャリティーコンサート
熱唱！湯

ゆ
原
ばら

昌
まさ

幸
ゆき

クリスタルライブ2018 三原公演

と�ころ　芸術文化センター ポポロ
内�　容　市民音楽団体による合唱・合奏・吹奏楽・邦楽・

民謡・洋楽の発表
※９日13時ごろから広島県警察音楽隊による演奏があ
ります。

� 文化課（☎0848・64・9234）

▶広島県警察音楽隊

▲�木村�大（左）、榊原�大（右）

▲�榊�記彌栄�������▲榊�ことね

入場料無料

クリスマス観望会＆ハープ演奏会

全席自由
入場券販売中

全席自由
入場券販売中

入場券販売中

�芸術文化センター ポポロ（☎0848･81･0886）

�芸術文化センター ポポロ（☎0848･81･0886）

入�館料　310円、中高生210円、
　小学生100円、小学生未満無料
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�問い合わせ先

８日（土）13時30分～15時30分

①６日（木）②11日（火）�
※いずれも上映は10時30分～、13時30分～。

１日（土）～25日（火）

30日（日）10時～

四
し

國
こく

五
ご

郎
ろう

ギャラリー
開設記念講演会

ところ　くわなし皆来館（旧椹梨小学校）
演�　題　詩画人・四國五郎が伝えたかっ

たこと
講�　師　四國 光

ひかる
さん（四國五郎さんご

長男）
定　員　70人（申し込み先着順）
参加費　500円
申�し込み　６日（木）までに電話、ファクスまたはEメー

ルでくわなし皆来館（☎ 兼用0847・34・0090 ku
genkip@mail.mcat.ne.jp）へ

と�ころ　①大和文化セ
ンター②くい文化セ
ンター
入�場料　1,000（800）

円、３歳～高校生800
（500）円

※（　）内は割引券利用
の料金。
割�引券設置場所　リージョンプラザ、中央公民館、各文

化センター、うきしろロビーほか
�三原市文化協会（文化課内☎0848・64・9234）

内�　容　限定料理の提供、クリ
スマス雑貨の販売、ツリーの
展示

※24日・25日は先着30人にお
菓子を進呈します。

内�　容　つきたて餅と特製手打ちうどんの特価販売

リージョンプラザ

� リージョンプラザ（☎0848・64・7555）

三原市文化協会映画鑑賞会

道の駅 よがんす白竜

三原駅前市民広場
１日（土）・２日（日）９時～　骨

こっとう
董市＆フリーマーケット

８日（土）
●軽トラ朝市（８時～11時）
内�　容　市内業者が生産・加工
した農水産物の販売
��商工会議所（☎0848・62・61�
55）

�商工会議所（☎0848・62・6155）

●ランニングバイクの乗車体験（10時～15時）
内�　容　ペダルとブレーキのな
いランニングバイクの乗車体験
��駅前広場盛り上げ隊（☎090・
1339・7751）

内　容　餅、ぜんざい、おでんの販売
�城町西部商栄会（☎080・1904・1137）

入�場料　1,800（1,500）円、大
学生1,500（1,300）円、３歳
～高校生1,000（800）円、
60歳以上1,100円、どちら
かが50歳以上の夫婦２人で
2,200円

※（　）内は割引券利用の料金。
※障害者手帳を提示した人は
1,000円。
※年齢などを証明できる物を
提示してください。

割�引券設置場所　リージョンプラザ

映画のつどい 北の桜守

よがんすクリスマス

歳末大感謝祭

12日（水）①10時30分～②13時30分～

散り椿

▶四國�光さん

�道の駅 よがんす白竜（☎0847・35・3022）

ⓒ2018「北の桜守」製作委員会

16日（日）10時～16時　
城町西部商栄会もちつき大会
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年
末
を
無
火
災
で
過
ご
し
、
明
る

い
新
年
を
迎
え
る
た
め
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
に
は
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
警
報
器

の
維
持･

管
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
４
８･

64･

５
９
２
７
）

と
き　
①
24
日（
月・振
休
）10
時
〜
11
時

30
分
、
12
時
30
分
〜
15
時
30
分
②
29

日（
土
）10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ　
①
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
本
郷

店（
下
北
方
一
丁
目
）②
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
三
原（
城
町
三
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
０
５
３
）

と
き　
来
年
1
月
31
日（
木
）ま
で

と
こ
ろ　
総
務
課（
市
役
所
本
庁
3

階
）･

各
支
所･

う
き
し
ろ
ロ
ビ
ー

価
格　
ポ
ケ
ッ
ト
版
＝
６
３
０
円
、

デ
ス
ク
版
＝
１
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
☎
０
８

４
８･

67･

６
０
２
２
）

　
子
ど
も
や
高
齢
者
を
巻
き
込
む
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
で
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
年
末
交
通
事
故
防
止・
減
ら
そ
う

犯
罪
総
ぐ
る
み
運
動
の
開
始
式

と
き　
２
日（
日
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　
南
小
学
校　
体
育
館

内
容　

キ
ッ
ズ
ウ
ェ
ー
ブ
ス
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演

技
披
露
、
南
小
学
校
吹
奏
楽
ク
ラ

ブ
に
よ
る
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
１
７
９
）

　
国
民
生
活
に
お
け
る
家
計
収
支
の

実
態
把
握
の
た
め
、
収
入･

支
出
、

貯
蓄･

負
債
な
ど
を
６
カ
月（
単
身
世

帯
は
３
カ
月
）間
調
査
し
ま
す
。

対
象　
円
一
町
五
丁
目
、
宮
沖
五
丁

目
、
西
宮
一･

二
丁
目
、
西
野
一

丁
目
の
無
作
為
に
選
ば
れ
た
世
帯

調
査
方
法　
調
査
員
が
戸
別
訪
問
し

調
査
票
を
配
布･

回
収

※
調
査
員
は
顔
写
真
付
き
の
調
査
員

証
を
携
行
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
総
務
局
統
計
課

（
☎
０
８
２･

５
１
３･

２
５
３
４
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て

い
な
い
人
で
も
、
身
体･

知
的
障
害

の
程
度
が
認
定
基
準
に
準
じ
て
い
れ

ば
、
所
得
税
や
住
民
税
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
場
所　
社
会
福
祉
課

対
象　
精
神
や
身
体
に
障
害
の
あ
る

65
歳
以
上
の
人

※
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
民
生
委
員

の
意
見
書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･
67･

６
０
６
０
）

　
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
内
の
土

地
を
宅
地（
住
宅
敷
地
、
資
材
置
場
、

駐
車
場
、
太
陽
光
発
電
用
地
、
墓
地

な
ど
）と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
造

成
工
事
を
行
う
場
合
は
許
可
申
請
が

必
要
で
す
。
造
成
工
事
を
行
わ
ず
、

農
地
や
森
林
な
ど
を
宅
地
に
転
用
し

た
場
合
も
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
建
築
指
導
課（
☎
０

８
４
８･

67･

６
１
２
５
）

　
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
の
ほ
か
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

な
ど
を
画
像
と
と
も
に
伝
え
て
い
ま

す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
し
て

い
る
人
は「
い
い
ね
」を
押
し
て
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

U
RL

はhttp

：//
www.facebook.
com

/city.m
ihara/

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課（
☎
０

８
４
８･

67･

６
０
０
７
）

申
込
期
限　
来
年
２
月
22
日（
金
）ま
で

補
助
金
額　
上
限
7
万
円

補
助
件
数　
10
件
程
度

対
象　
市
内
の
業
者
に
よ
り
、
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
に
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
を
設
置
、
ま
た
は
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
付
き
の
住
宅

を
購
入
予
定

で
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
人

掲示板
生活情報

15
日（
土
）〜
31
日（
月
）

年
末
火
災
予
防
運
動

来
年
版
広
島
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
い
ま
す

１
日（
土
）〜
10
日（
月
）は
年
末
交

通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

家
計
調
査
に
協
力
を

献
血
に
協
力
を

市
の
情
報
を
発
信
中　

土
地
を
造
成･
転
用
す
る
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す

▲２次元コード

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
の
認
定

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）の
設
置
費
を
補
助
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申
し
込
み　
設
置
工
事
の
着
工
前
ま
た

は
住
宅
の
購
入
前
ま
で
に
申
請
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）を
生
活
環
境

課（
☎
０
８
４
８･

67･

６
１
９
４
）へ

と
き　
８
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　
大
和
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
／
講
師　
天
気
予
報
か
ら
災
害

の
発
生
を
見
抜
く
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島

放
送
局
気
象
キ
ャ

ス
タ
ー 

杉
山
真
理

さ
ん

定
員　
３
２
０
人（
先
着
順
）

※
希
望
者
は
直
接
、
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
市
防
災
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局（
危
機
管
理
課

内
☎
０
８
４
８･

67･

６
１
６
５
）

と
き　
12
月
７
日（
金
）〜
来
年
１
月

14
日（
月･

祝
）９
時
〜
17
時

※
12
月
29
日
〜
来
年
１
月
３
日
は
休
館
。

と
こ
ろ　
み
は
ら
歴
史
館

内
容　
三
原
城
跡
歴
史
公
園
を
整
備

す
る
時
の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ

た
陶
磁
器
や
瓦
な
ど
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８･

64･

９
２
３
４
）

●
第
22
回
朝
日
写
真
サ
ロ
ン
中
国
巡

回
展

と
き　
４
日（
火
）〜
８
日（
土
）10
時

〜
17
時（
４
日
は
12
時
か
ら
、
８

日
は
15
時
ま
で
）

●
三
原
や
っ
さ
踊
り
振
興
協
議
会
公

開
練
習

と
き　
11
日（
火
）18
時
30
分
〜

●
老
人
大
学
日
本
画･

陶
芸
コ
ー
ス

作
品
展

と
き　
12
日（
水
）〜
18
日（
火
）９
時

〜
17
時（
12
日
は
10
時
か
ら
、
18

日
は
16
時
ま
で
）

●
老
人
大
学
水
彩
画
コ
ー
ス
作
品
展

と
き　
19
日（
水
）〜
25
日（
火
）９
時

〜
17
時（
19
日
は
10
時
か
ら
、
25

日
は
16
時
ま
で
）

●
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト

と
き　
22
日（
土
）14
時
〜

出
演　
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア

ン
サ
ン
ブ
ル

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８･

64･

９
２
３
４
）

と
き　
①
４
日（
火
）13
時
30
分
〜
15

時
30
分
②
５
日（
水
）19
時
〜
20
時

30
分

と
こ
ろ　
①
本
郷
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
②
三
原
市
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
／
講
師　
①
世
界
人
権
宣
言
70

年
〜
改
め
て
人
権
を
考
え
る
／
部
落

解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
委
員
長　

岡
田
英
治
さ
ん
②
女
性
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
／
部
落

解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
女
性
部
副

部
長　
大
宮
弘
子
さ
ん

定
員　
①
50
人
②
１
０
０
人

※
い
ず
れ
も
先
着
順
。

※
希
望
者
は
直
接
、
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
①
本
郷
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
86･

３

３
３
３
）②
三
原
市
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー（
☎
０
８
４
８･

66･

１
１
１
１
）

と
き　
①
10
日（
月
）〜
13
日（
木
）

　
②
14
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時
。

と
こ
ろ　
①
本
郷
支
所
別
館
②
三
原

税
務
署

内
容　
雑
損
控
除
な
ど
の
制
度
概
要

の
説
明
と
災
害
に
よ
る
損
失
額
の

計
算

対
象　
豪
雨
災
害
に
よ

り
住
宅
や
家
財
な
ど

に
被
害
を
受
け
た
人

定
員　
①
各
54
人
②
各
30
人

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
先
着
順
。

申
し
込
み　
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

①
市
民
税
課（
☎
０
８
４
８･

67･

６
０
３
１
）②
三
原
税
務
署（
☎
０

８
４
８･

62･

３
１
４
７
）へ

と
き　
来
年
１
月
19
日（
土
）･

２
月

２
日（
土
）･

２
月
16
日（
土
）（
全

３
回
）

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
。

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
結
婚
に
関
す
る
相
談
の
受
け

方
や
助
言
の
方
法
を
学
ぶ

対
象　
市
内
在
住
で
地
域
で
の
結
婚

支
援
に
興
味
の
あ
る
20
歳
以
上
の
人

定
員　
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
し
込
み　
来
年
１
月
10
日（
木
）ま

で
に
子
育
て
支
援
課（
☎
０
８
４

８･

67･

６
０
４
５
）へ

と
き　
15
日（
土
）10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
を

作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

説
明
会
と
意
見
交
換

定
員　
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み
先　
か
ん
き
ょ
う
会
議
浮

城　
森も
り
つ
か塚

さ
ん（
☎
０
９
０･

４

６
５
２･
４
０
３
８
）

人
権
講
演
会

所
得
税
と
市
民
税
の
雑
損

控
除
な
ど
の
事
前
説
明
会

防
災
講
演
会 催
　
し

み
は
ら
歴
史
館
企
画
展

三
原
城
発
掘
展

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

み
は
ら
し
環
境
会
議「
ざ
わ
わ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
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と
き　
８
日（
土
）、
22
日（
土
）10
時

30
分
〜
12
時

と
こ
ろ　
集
合:
う
き
し
ろ
ロ
ビ
ー

内
容　
三
原
城
天
主
台
跡
や
船
入
櫓

な
ど
希
望
す
る
場
所
を
案
内

※
希
望
者
は
直
接
、
集
合
場
所
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
観
光
協
会
☎

０
８
４
８･

67･

５
８
７
７
）

と
き　
24･

27･

31
日
を
除
く
月･

木

曜
日
13
時
〜
16
時
、
29
日
を
除
く

土
曜
日
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　
三
原
だ
る
ま
工
房

内
容　
土
台
づ
く
り
、

面
相
描
き

参
加
費　
６
０
０
円

申
し
込
み
先　
三
原
観
光
協
会（
☎

０
８
４
８･

67･

５
８
７
７
）

●
歳
末
助
け
合
い
お
茶
会

と
き　
９
日（
日
）

　
9
時
30
分
〜
14
時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
費　
１
０
０
０
円

●
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

と
き　
９
日（
日
）10
時
〜
14
時

と
こ
ろ　
イ
オ
ン
三
原
店

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
市
共
同
募
金

委
員
会（
☎
０
８
４
８･

63･

０
５

７
０
）

と
き　
19
日（
水
）〜
25
日（
火
）10
時

〜
16
時

と
こ
ろ　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容　
昔
の
校
舎
や

生
徒
の
様
子
、
野

球
部
の
甲
子
園
出

場
場
面
な
ど
の
写

真
の
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
高
等
学
校

（
☎
０
８
４
８･
62･

２
１
５
１
）

と
き　
８
日（
土
）14
時
〜
18
時

と
こ
ろ　
集
合：
久
井
岩
海
自
然
公

園
駐
車
場（
久
井
町
吉
田
）

内
容　
岩
海
の
清

掃
や
手
作
り
ピ

ザ
の
試
食
、
宇

根
山
天
文
台
の

見
学
な
ど

※
宇
根
山
天
文
台
の
見
学
に
は
入
館

料
が
必
要
。

※
希
望
者
は
直
接
、
集
合
場
所
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宇
根

山
代
表　
岡
さ
ん（
☎
０
９
０･

７
１
２
７･

５
２
０
２
）

区
分　
①
高
等
工
科
学
校
生
徒
②
貸

費
学
生

受
験
資
格　
①
中
卒
以
上
で
16
歳
以

下
の
男
子
②
大
学
の
理
学
部
ま
た

は
工
学
部
の
３･

４
年
生
、
大
学

院
修
士
課
程
に
在
学
し
て
い
る
人

※
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
自
衛
隊
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

申
し
込
み　
①
来
年
１
月
９
日（
水
）

②
来
年
１
月
７
日（
月
）ま
で
に
自

衛
隊
尾
道
出
張
所（
☎
０
８
４
８

･

22･

６
９
４
２
）へ

と
き　
①
来
年
２
月
10
日（
日
）②
来

年
２
月
17
日（
日
）

と
こ
ろ　
①
広
島
市
②
福
山
市

申
請
期
間　
電
子
申
請
＝
12
月
４
日

（
火
）〜
11
日（
火
）、
書
面
申
請
＝

12
月
７
日（
金
）〜
14
日（
金
）

※
願
書
は
消
防
本
部
、
各
分
署･

出

張
所
で
配
布
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
４
８･

64･

５
９
２
７
）

　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
話
し
合
う
、
市
民
協
働
推
進
委
員

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期　
２
年

対
象　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数　
２
人

申
し
込
み　
25
日（
火
）ま
で
に
応

募
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用

意
）を
地
域
企
画
課（
☎
０
８
４
８

･

67･

６
１
８
４
）へ

テ
ー
マ　
未
来
の
広
島
空
港

画
材･

サ
イ
ズ　
画
材

は
自
由
、
画
用
紙
は

四
つ
切
り

対
象　
小･

中
学
生

申
し
込
み　
来
年
１
月
31
日（
木
）ま

で
に
作
品
と
応
募
用
紙（
広
島
空

港
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）を
広

島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
☎
０
８

４
８･

86･

８
１
６
２
）へ

　
放
送
大
学
で
は
来
年
４
月
の
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
授
業
科
目

は
約
３
０
０
科
目
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
来
年
３
月
17
日（
日
）ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
放
送
大
学
福
山
サ

テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス（
☎
０
８
４･

９
９
１･
２
０
１
１
）

市
民
協
働
推
進
委
員
会
の
委
員

募
　
集

自
衛
隊
員

岩
海
の
落
ち
葉
か
き
と
吉
田

ま
る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー

消
防
設
備
士
試
験
の
受
験
生

放
送
大
学
の
入
学
生

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業　

な
つ
か
し
の
三
原
高
校
写
真
展

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

共
同
募
金
イ
ベ
ン
ト

だ
る
ま
制
作
体
験
教
室

城
下
町
ウ
オ
ー
ク

広
島
空
港
開
港
25
周
年

「
未
来
の
広
島
空
港
」

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
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図書館アラカルト
中央図書館（☎0848・62・3225）

●ねむの木　おはなしのひろば
と　き　15日（土）10時30分～11時30分
●ぽけっといっぱいのおはなし会
と　き　６日（木）11時～11時30分
●虹の会　絵本のよみかたり
と　き　８日（土）14時～14時30分
●虹の会　冬のおはなし会
と　き　15日（土）14時～15時
●虹の会　０歳からのよみかたり
と　き　21日（金）10時30分～11時、11時15分～
11時45分

●読書会
と　き　24日（月・振休）13時30分～15時
内　容　課題本『主婦症候群』（円

まどか
 より子／著）　

　を読み解く
本郷図書館（☎0848・85・0703）

●こんぺいとう　おはなし会
と　き　27日（木）10時30分～11時
ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）

●おはなし会
　と 　き　４日（火）10時30分～11時、22日（土）
14時～15時

●クリスマスのおはなし会
と　き　15日（土）14時～15時

久井図書館（☎0847・32・7138）
●おはなし会
と　き　15日（土）13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間
と　き　２日（日）14時～14時30分、８日（土）
･15日（土）･22日（土） 10時30分～11時

　地震や台風、大雨などの災害が
起こったときのために知っておき
たい100の防災テクニックが、イ
ラストや写真で分かりやすく紹介
されています。静電気のビリビリ
を防ぐ方法など日常生活に役立つ
情報も掲載。この本を読み、災害
時に備えましょう。

　大切なたまごが転がってしま
い、とても焦っているうずらか
あさん。動物たちが「さがしもの
ならてつだおうか」と声を掛けま
す。たまごは無事に見つかるの
でしょうか。親子で楽しめる絵
本です。

『自衛隊防災BOOK』
マガジンハウス/編集

『うずらかあさんとたまご』　島野 雫
しずく
/作･絵

休館日　中央図書館＝12月23日（日）・28日（金）～来年１月４日（金）　
　　　　本郷・久井・大和図書館＝毎週火曜日、12月23日（日）・28日（金）～来年１月４日（金）

おすすめ本

各講座とも申し込み先着順です。受け付けは5日（水）10時からです。生涯学習講座
講座名 と　き 対　象 定 員 参加費 申込期限 ところ・申し込み先

男性料理教室 10日（月）
9時30分～12時30分

20歳以上
の男性 20人 800円 ８日（土）

まで
宮浦コミュニティセンター
(☎0848・62・7944)

世界のお菓子作り
（中華菓子）

18日（火）
13時30分～16時

大人

16人 1700円 14日（金）
まで

中之町コミュニティセンター
（☎0848・64・4099）

「お手軽ミニ門松飾り」講座 20日（木）
10時～12時 20人 1000円 18日（火）

まで
中央公民館
（☎0848・64・2137）

心をこめた手作りおせち 21日（金）
10時～14時 24人 2500円 14日（金）

まで
中央公民館
（☎0848・64・2137）

親子で体験　そば打ち教室 22日（土）
10時～13時 小・中学生

と保護者

16組 700円
/組

14日（金）
まで

糸崎コミュニティセンター
(☎0848・62・6799)

親子で作ろうわが家の
クリスマスケーキ

24日（月・振休）
10時～13時 16組 2000円

/組
14日（金）
まで

糸崎コミュニティセンター
(☎0848・62・6799)

新年のしめ縄飾り 24日（月・振休）
13時30分～15時 大人 15人 400円 17日（月）

まで
須波コミュニティセンター
(☎0848・67・0512)
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子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

を
来
年
３
月
末
ま
で
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

対
象　
子
宮
頸
が
ん
検
診：
20
歳
以
上

の
女
性
、
乳
が
ん
検
診：
40
歳
以
上

で
元
号
が
奇
数
年
生
ま
れ
の
女
性

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
０
５
３
）

　
市
内
の
薬
局
で
血
糖
値
の
簡
易
測

定
が
無
料
で
で
き
ま
す
。
糖
尿
病
の

予
防･

早
期
発
見
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

内
容　
血
糖
値
の
自
己
測
定
、
薬
剤

師
に
よ
る
結
果
説
明
と
指
導

対
象　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
０
５
３
）

と
き　
16
日（
日
）８
時
30
分
～

と
こ
ろ　
三
原
市
医
師
会
病
院

内
容　
各
種
健
診・が
ん
検
診
な
ど

定
員　
各
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

料
金　
有
料（
健
診
項
目
に
よ
る
）

申
し
込
み
先　
三
原
市
医
師
会
病
院

（
☎
０
８
４
８･

67･

７
０
３
０

　

０
８
４
８･

67･

７
０
６
７
）

と
き　
14
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

対
象　
要
支
援･

要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

定
員　
10
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
０
５
５
）

と
き　
19
日（
水
）13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

定
員　
２
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
17
日（
月
）ま
で
に
保
健
福

祉
課（
☎
０
８
４
８･

67･
６
０
６
１
）へ

と
き　
①
水･

土
曜
日
18
時
～
20
時

②
第
１･

３
月
曜
日
12
時
～
14
時

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館

内
容　
体
験
を
語
り
合
う
こ
と
で
心

の
回
復
を
め
ざ
し
、
断
酒
を
継
続

す
る
た
め
の
集
い

※
お
酒
の
悩
み
相
談（
第
１･

３
月

曜
日
９
時
～
12
時
）も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
断
酒
友
の
会　

甲こ
う
だ田

さ
ん（
☎
０
８
０･

５
２
３

２･

０
６
５
６
）

と
き　
19
日（
水
）13
時
30
分
～
15
時
30
分　

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
や
職
場
で

の
小
ま
め
な
手
洗
い
と
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
で「
か
か
ら
な
い
」

「
う
つ
さ
な
い
」よ
う
、

感
染
予
防
に
気
を
配

り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎
０

８
４
８･

67･

６
０
５
３
）

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
手

洗
い
を
す
る
、
下
痢
や
嘔お
う
と吐

な
ど
の
症

状
が
あ
る
と
き
は
食
品

を
取
り
扱
わ
な
い
な
ど

し
て
、
感
染
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
０
５
３
）

ひろば
健康

休
日
の
健
診

三
原
断
酒
友
の
会

と
こ
ろ　
県
東
部
保
健
所（
尾
道
市

古
浜
町
）

内
容　
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

申
し
込
み　
14
日（
金
）ま
で
に
県
東

部
保
健
所（
☎
０
８
４
８･

25･

４

６
４
０
）へ

と
き　
12
月
12
日（
水
）·

来
年
１
月

16
日（
水
）·

２
月
13
日（
水
）·

３
月

13
日（
水
） 

13
時
30
分
～
15
時

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
を
考
え
る
集
い

運
動
機
器
の
利
用
講
習

精
神
保
健
福
祉
相
談

薬
局
で
糖
尿
病
の

リ
ス
ク
測
定
が
で
き
ま
す

実施薬局（来年１月末まで） 問い合わせ先
本郷薬局 0848･86･1762

ウォンツ三原古浜薬局 0848･81･0150

さくら薬局三原店 0848･64･2821

なのはな薬局 0848･60･9210

平井薬局 0848･63･9066

こ
こ
ろ
の
何
で
も
相
談

女
性
の
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
を

三原市保健師　砂田真由美

　最近なぜか疲れやすい、理由は分からないが痩せた、外出する
のがおっくうになった、などと感じることはありませんか。それ
は「フレイル（虚弱）」のサインかもしれません。フレイルとは、健
康な状態と介護が必要な状態の中間の段階で、筋力や食欲などの
体と心の活力が低下した状態をいいます。フレイルの状態を放っ
ておくと、さらに体力が弱まり、要介護状態になる可能性が高ま
ります。
　しかし、たとえフレイルになったとしても、早い時期に生活の
見直しをすることで、健康な状態に戻ることが期待できます。ぜひ、
①社会参加をする②よくかんで、しっかり食べる③運動をする、
という３点に留意して生活改善に取り組んでみましょう。
　中でも社会参加をすることは重要です。社会とのつながりが減り、
閉じこもりがちな生活は、フレイルの入り口といわれています。
地域のサロンやボランティア活動、趣味の集まりなどに参加したり、
買い物や病院へ行ったり、どんな目的でも１日１回は外出して、
人とのつながりを持ち続けていくことがフレイルの予防につなが
ります。フレイルを防ぎ、心も体も健やかに過ごしましょう。

三原市保健師　砂田 真由美

フレイル（虚弱）を防いで、体も心もより健やかに！
保健師ですこ ん に ち は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
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タ
ー（
☎
０
８
４
７･

32･

８
５
５
１
）

●
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

と
き　
21
日（
金
）10
時
30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

対
象　
生
後
６
カ
月
ま
で
の
子
と
保
護
者

※
希
望
者
は
直
接
、
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
０
６
１
）

と
き･

と
こ
ろ　
①
12
月
21
日（
金
）･

本

郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
来
年
１
月

11
日（
金
）･

サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
、
試
食
な
ど

対
象　
４
～
６
カ
月
児
の
保
護
者（
10

時
～
10
時
40
分
）、
７
～
９
カ
月
児

の
保
護
者（
11
時
～
11
時
40
分
）

定
員　
各
20
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
①
12
月
14
日（
金
）ま
で

に
本
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０

８
４
８･
86･

３
６
０
９
）②
来
年
１

月
７
日（
月
）ま
で
に
保
健
福
祉
課

（
☎
０
８
４
８･
67･
６
０
６
１
）へ

　

す
く
す
く
は
子
育
て
世
代
の
悩
み

を
解
決
す
る
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

●
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド

と
き　
13
日（
木
）･

20
日（
木
）10
時

～
11
時
45
分
、
13
時
～
14
時
45
分

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
子
育
て
の
相
談
、
親
子
遊
び

の
紹
介
な
ど

対
象　
お
お
む
ね
２
歳
ま
で
の
子
と
保
護
者

※
希
望
者
は
直
接
、
会
場
へ
。

●
産
後
セ
ル
フ
ケ
ア
教
室

と
き　
19
日（
水
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
セ
ル
フ
ケ
ア
方
法
の
紹
介
な
ど

対
象　
産
後
５
カ
月
ま
で
の
人

定
員　
５
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
込
期
限　
開
催
日
の
前
日
ま
で

●
妊
婦
教
室

と
き　
20
日（
木
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　
紅
梅
認
定
こ
ど
も
園

内
容　
妊
娠
中
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

対
象　
妊
娠
５
カ
月
以
降
の
人

定
員　
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
込
期
限　
開
催
日
の
前
日
ま
で

●
母
乳
相
談

と
き　
12
日（
水
）･

26
日（
水
）10
時
～

12
時
、
13
時
～
15
時
の
う
ち
１
時
間

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
3
階

内
容　
乳
房
ケ
ア
の
話・卒
乳
の
相
談
な
ど

対
象　
出
産
前
後
の
人

定
員　
各
４
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
込
期
限　
相
談
日
の
前
日
ま
で

申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
先　
す
く

す
く（
☎
０
８
４
８･

67･

６
２
１
７
）

と
き･
と
こ
ろ　
①
７
日（
金
）･

あ
ん

ず
認
定
こ
ど
も
園
②
13
日（
木
）･

愛

育
認
定
こ
ど
も
園
③
18
日（
火
）･

認

定
あ
や
め
が
丘
こ
ど
も
園

※
受
け
付
け
は
10
時
～
11
時
。

内
容　
身
体
測
定
、
育
児･
栄
養･

歯

科
相
談
、
遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

※
希
望
者
は
直
接
、
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８･

67･

６
０
６
１
）

●
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

と
き　
７
日（
金
）９
時
40
分
～
11
時

と
こ
ろ　
久
井
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
図
書
館
ツ
ア
ー

対
象　
未
就
園
児
と
保
護
者

※
希
望
者
は
直
接
、
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
久
井
保
健
福
祉
セ
ン

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 
す
く
す
く

男
性
の
料
理
教
室

と
こ
ろ　
久
井
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
断
酒
に
つ
い
て
の
座
談
会
、

お
酒
の
悩
み
の
個
別
相
談

※
個
別
相
談
の
申
し
込
み
は
前
日
ま
で
。

申
し
込
み･
問
い
合
わ
せ
先　
久
井

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４

７･

32･

８
５
５
１
）

と
き　
13
日（
木
）10
時
～
13
時

と
こ
ろ　
サ
ン･

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

対
象　
65
歳
以
上
で
１
人
暮
ら
し
、

ま
た
は
介
護
中
の
男
性

定
員　
30
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

参
加
費
　
２
５
０
円

申
し
込
み　
６
日（
木
）ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（
☎
０
８
４
８･

63･

０
５
７
０
）へ

と
き　
毎
週
火
曜
日
、
第
２･

４
土

曜
日
９
時
～
18
時
30
分

と
こ
ろ　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム 

こ
こ
ケ
ア（
西
町
一
丁
目
10
番
８
号
）

内
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

対
象　
精
神
科
に
通
院
し
て
い
な
い
人
と
家
族

料
金　
３
回
ま
で
無
料

申
し
込
み　
12
月
24
日･

29
日
～
来

年
１
月
３
日
を
除
く
月
～
金
曜
日

の
８
時
～
17
時
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
ル
ー
ム 

こ
こ
ケ
ア（
☎
０
８
４

８･

62･

２
５
０
０
）へ

応援
子育て

母
子
保
健
推
進
委
員
さ
ん
と
遊
ぼ
う

離
乳
食
教
室

心
の
相
談
室
の
利
用
を

と　き 医 療 機 関 名

12月23日（日）９時〜12時、
13時〜16時

三原赤十字病院（東町二丁目）
（☎0848・64・8111）

   24日（月）９時〜12時、
14時〜16時30分

興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

   30日（日）８時30分〜17時
30分

三原市医師会休日夜間
急患診療所（宮浦一丁目）

（☎0848・67・7040）

   31日（月）９時〜12時、
14時〜16時

わきた小児科（宮浦六丁目）
（☎0848・67・7999）

来年
１月１日（火）

８時30分〜17時
30分

三原市医師会休日夜間
急患診療所（宮浦一丁目）

（☎0848・67・7040）

   ２日（水） ９時〜12時、
13時〜16時

三原赤十字病院（東町二丁目）
（☎0848・64・8111）

   ３日（木） ９時〜12時、
14時〜16時30分

興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

祝日・年末年始の
小児科救急当番医院
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人権ひろば　児童館へおいでよ！

※いずれも申し込み先着順です。受け付けは５日（水）からです。
※開館時間は10時～17時30分です。月曜日、12月29日（土）～来年1月3日（木）は休館日です。

児 童 館 へ お い で よ ！ 申し込み先　児童館（☎■℻ 兼用0848・67・1123）

親子クッキング
と　き　９日（日）10時30分～13時
ところ　市民福祉会館２階
内　容　ラザニアとデコケーキ作り
対　象　保護者と２歳児以上
定　員　12組　　参加費　600円
用意する物　エプロン･三角巾･タオル･
　　　　　　　 布巾４枚･マスク

親子でわいわいクリスマス会
と　き　①11日（火）②13日（木）
　　　　10時30分～12時
内　容　クリスマス工作、読み聞かせなど
対　象　保護者と①０～１歳児
　　　　②２～５歳児
定　員　各20組
参加費　100円

季節工作
と　き　15日（土）10時30分～12時
内　容　ミニ門松作り
対　象　５歳児以上
　　　　※未就学児は保護者同伴。
定　員　30人　　参加費　500円
用意する物　持ち帰り用の袋

児童館クリスマス会
と　き　16日（日）
　　　　10時30分～12時
内　容　クリスマスコンサート、
　　　　バルーンアートなど
対　象　５歳児以上
　　　　※未就学児は保護者同伴。
定　員　25人
参加費　200円

リトミックランド（音楽表現）
と　き　21日（金）①10時30分～11時

②11時15分～11時45分
対　象　保護者と
　　　　①１歳児②２～５歳児
定　員　各15組
参加費　無料

子どもの台所
と　き　23日（日）10時30分～13時30分
ところ　市民福祉会館２階
内　容　カラフルミートロールと
　　　　クリスマスケーキ作り
対　象　小学１年生～17歳
定　員　16人　　参加費　400円
用意する物　エプロン・三角巾・タオル・
　　　　　　    布巾２枚・マスク・米1/2合 

　
部
落
差
別（
同
和
問
題
）は
、日
本
社
会
の
歴
史
的

発
展
の
過
程
で
生
み
出
さ
れ
、特
定
の
地
域
の
出
身

で
あ
る
こ
と
や
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由

に
、
就
職
や
結
婚
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
差

別
さ
れ
る
わ
が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　
部
落
差
別
の
解
消
の
た
め
、昭
和
44
年
か
ら
平
成

14
年
ま
で
の
33
年
間
、特
別
措
置
法
に
基
づ
く
取
り

組
み
が
国
を
挙
げ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
28
年
12
月
16
日
に
施
行
さ
れ
た「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」に
は
、
国
や
地

方
自
治
体
が
部
落
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、引
き
続

き
取
り
組
む
責
任
が
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
講
座･

学
習

会
を
開
催
す
る
な
ど
、差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、依
然
と
し
て
差
別
的
な
内
容
を
含
ん
だ

発
言
や
落
書
き
、
文
書
の
送
付
が
繰
り
返
さ
れ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
書
き

込
み
が
続
く
な
ど
、差
別
の
解
消
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
全
て
の
人

が
部
落
差
別
を
正
し
く
理
解
し
、
差
別
を
助
長
す

る
情
報
や
偏
見
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て

「
差
別
を
し
な
い
、
差
別
を
許
さ
な
い
」と
い
う
強

い
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。差

別
の
な
い
誰
も
が
住
み
や
す
い
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ど
の
町
も
　
差
別
を
な
く
し
て
　
明
る
い
社
会

（
市
民
の
作
品
）

み
ん
な
が
み
ん
な
を
大
切
に
で
き
る
社
会
へ
⑮

決
し
て
許
さ
れ
な
い
部
落
差
別

問 

人
権
推
進
課

　
☎
０
８
４
８･

67・
６
０
４
４
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くらしの無料相談窓口
　相談日などは変更する場合があります。事前に確認してください。

相談の種類 と　　き と　こ　ろ 申し込み・問い合わせ先

法
　
律
　・　
生
　
活

弁護士法律相談

21日（金)※要予約。申し
込みは５日（水)８時30分
から。

13時〜16時 中央公民館 生活環境課
（☎0848・67・6178）

来年１月２日を除く水曜日
※要予約。 10時〜12時 広島地方裁判所尾道支部

（尾道市新浜）
広島弁護士会尾道地区会
（☎0848・22・4237）

司法書士法律相談
�12月24日〜28日･31日
〜来年１月４日を除く月
〜金曜日

12時〜15時 �電話相談��広島相談センター（☎082・511・7196）

法的トラブルの解決法・
窓口の案内

�12月24日･31日〜来年１
月３日を除く月〜金曜日

９時〜17時 �電話相談��法テラス広島（☎050・3383・5485）

交通事故・民事・
家事相談

９時〜17時 �電話相談��県生活センター（☎082・223・8811）
９時15分〜12時、
13時〜16時 �電話相談��県東部地域県民相談室（☎084・931・5522）

暴力団関係相談 ９時30分〜16時 �電話相談��暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）

消費生活相談 12月24日･31日〜来年１
月３日を除く月〜金曜日 ９時〜12時、13時〜16時 市役所本庁５階　

※電話相談も可。 消費生活センター
（☎0848・67・6410）��消費生活巡回相談 14日（金)・21日（金)・28日

（金)�※要予約。 14時〜16時 本郷・久井・大和支所

自立サポート相談� 12月24日･31日〜来年１
月３日を除く月〜金曜日 ８時30分〜17時15分 サン・シープラザ４階 自立相談支援センターみはら

（☎0848・67・4568）

障害者なんでも相談
19日（水）※要予約。 14時〜16時 本郷保健福祉センター

障害者生活支援センター
（☎0848・63・3319

　 ��0848・63・3359）
７日（金）※要予約。 10時〜12時 大和保健福祉センター
26日（水）※要予約。 久井保健福祉センター

成年後見専門相談� 13日（木)※要予約。 14時〜16時 サン・シープラザ３階

心配ごと相談

金曜日 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会・各地域センター
（☎0848・63・0570）

12日（水)・26日（水) 本郷支所 （☎0848・86・3607）
５日（水）・19日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

21日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
７日（金） 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

不動産相談 ７日（金）・21日（金) 10時〜15時 サン・シープラザ４階
社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）戦没者遺族相談 ６日（木）・20日（木) 13時〜16時 サン・シープラザ３階行政相談 17日（月）

教
育・子
育
て

学校生活・勉強など
の悩み相談

12月24日･29日・31日〜来
年１月３日を除く月〜土曜日

９時〜17時45分（土曜日
は８時30分〜17時15分）

リージョンプラザ２階
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・
体罰などの相談

12月24日・31日〜来年１
月３日を除く月〜金曜日 ８時30分〜17時15分 �電話相談��三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は、留守番電話で対応。

療育・教育相談 ３日（月） 13時〜16時 サン・シープラザ３階 社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）

家庭児童相談
12月24日・31日〜来年1
月３日を除く月〜金曜日
※12月12日（水）は要予約。

９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 家庭児童相談室
（☎0848・61・0121）

児童虐待通告窓口 毎日 24時間 �電話相談��保健福祉課（☎0848・67・6088）
健
康アレルギー疾患相談 18日（火）※要予約。 13時30分〜15時30分 県東部保健所

（尾道市古浜町）
県東部保健所
（☎0848・25・4641）

人
　
　
権

人権相談

来年1月1日・2日を除く
火・水・金曜日 10時〜16時 サン・シープラザ３階 人権推進課

（☎0848・67・6044）12月24日・31日〜来年1
月３日を除く月・木曜日 10時〜16時 市役所本庁４階

12月24日・31日〜来年1
月３日を除く月〜金曜日

８時30分〜17時
人権文化センター （☎0848・66・1111）
本郷人権文化センター （☎0848・86・3333）
大和人権文化センター （☎0847・33・1308）

８時30分〜17時15分 �電話相談��法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）
女性の人権相談 12月24日・31日〜来年1

月３日を除く月〜金曜日 ８時30分〜17時15分
�電話相談��女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）

子どもの人権相談 �電話相談��子どもの人権110番（ 0120・007・110）

女性相談 12月24日・31日〜来年1
月３日を除く月〜金曜日 ９時30分〜16時 サン・シープラザ３階 女性相談室（☎0848・61・0122）

水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）

　相談日などは変更する場合があります。事前に確認してください。
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カメラ散歩Photo Walk

▶  

小
早
川
甲
冑
部
隊
の
練
り
歩
き
や
神
楽
の
公
演
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た（
11
／
３　

第
15
回
三
原
浮
城
ま
つ
り　
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
･
三
原
港
周
辺
）

◀  

恒
例
の
牛
そ
り
逆
転
レ
ー
ス
や
牛
乳
早
飲
み
競
争
に
加
え
、今
年

は
三
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
日
向
ひ
ま
わ
り
さ
ん
の
講
談
も
行

わ
れ
ま
し
た（
10
／
28　
第
７
回
久
井
！
さ
わ
や
か
高
原
祭
り　

久
井
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
･
く
い
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

 ▲ 「これは、清水南山が彫金の技を磨くために彫ったものです」。
学芸員の説明に聞き入る来場者の皆さん。芸術の秋を楽しみま
した（11/10　企画展「三原の美術－近年の収蔵品から－ 特集
展示 没70年 清水南山の知られざる技 市民ギャラリー）

 ▲ カウントダウンとともに光の海が広がりました(11/17　
ウインターイルミネーション点灯式　芸術文化センター 
ポポロ)
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大
和
中
学
校
２
年
の
山
本
悠
理

さ
ん
が
、
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
第
49
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
競
技
大
会
の
女
子
８
０
０

ｍ
に
出
場
し
優
勝
し
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
走
る
の
が
速
か
っ

た
山
本
さ
ん
。
お
兄
さ
ん
と
追
い

か
け
っ
こ
を
す
る
姿
を
見
て
周
り

の
人
が
驚
く
ほ
ど
で
し
た
。
本
格

的
に
競
技
を
始
め
た
の
は
中
学
生

に
な
っ
て
か
ら
。
友
人
と
一
緒
に

学
校
に
女
子
陸
上
部
を
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
部
活
動
は
朝
と
放
課
後
の
１
時

間
ず
つ
。
そ
れ
以
外
に
自
主
練
習

と
し
て
自
宅
の

周
り
を
走
る
こ

と
も
あ
り
ま
す

が
、
根こ
ん

を
詰
め

な
い
の
が
山
本

さ
ん
流
で
す
。

「
走
る
の
が
楽

し
く
な
く
な
る

よ
う
な
練
習
は

し
た
く
な
い
」と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
１
年
生
の
時
に
し
た
け

が
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
他
校
の
陸
上
部
員
が
部
活
動
と

は
別
に
陸
上
ク
ラ
ブ
な
ど
に
所
属

し
て
練
習
し
て
い
る
と
聞
き
、
焦

り
を
感
じ
た
山
本
さ
ん
は
無
理
に

練
習
量
を
増
や
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
足
を
疲
労
骨
折
。
治
る
ま

で
の
間
、
全
く
走
る
こ
と
が
で
き

ず「
と
に
か
く
走
る
の
が
好
き
」な

山
本
さ
ん
は
苦
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
負
け
ず
嫌
い
な
山
本
さ
ん
に
と

っ
て
、
今
、
一
番
負
け
た
く
な
い

相
手
は
同
じ
陸
上
部
の
兄
、
深じ
ゅ
んさ

ん（
同
中
学
３
年
）で
す
。「
自
主
練

習
は
自
分
の
し
た
い
と
き
だ
け
」と

話
す
山
本
さ
ん
で
す
が
、深
さ

ん
が
練
習
す
る
と
な
る
と
話
は

別
で
す
。「
腹
筋
も
兄
ち
ゃ
ん
が

30
回
し
た
ら
40
回
し
よ
う
と
思

う
」と
負
け
ん
気
が
出
ま
す
。

　
そ
ん
な
山
本
さ
ん
の
次
の
目

標
は
全
国
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
。今
年
は
出
場
者
の
選
考

日
ま
で
に
参
加
で
き
る
タ
イ
ム

を
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。「
こ
の
悔
し
い
思
い
を
忘
れ

な
い
よ
う『
期
限
切
れ
』と
墨

で
書
い
た
紙
を
、部
屋
中
に
貼

っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　
「
来
年
こ
そ
は
全
国
大
会
」。

そ
の
思
い
を
胸
に
中
学
生
最
後

の
夏
に
向
け
て
走
り
続
け
ま
す
。

市民の広場

ミハラのチカラ

STORY  31

※このコーナーでは、スポーツや文化・芸術活動などに情熱を注ぐ若者や子どもたちを紹介します。

写真・絵を募集しています
テーマ  
 ～あなたが残したい三原の風景～
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
選　　考　秘書広報課で選考
※応募作品の著作権は市に帰属し、市
の公式フェイスブックで紹介させ
ていただく場合があります。
※応募作品は返却しません。
申し込み　郵送またはＥメールで写
真（Ｌ判・データ）か絵（大きさは画
用紙A3サイズまで）と①名前②住
所・電話番号③撮影・制作日④撮
影・題材場所⑤作品名⑥作品エピ
ソード（70字以内）を秘書広報課
（〒723-8601港町三丁目５番１号 
☎0848・67・6007 hishokoho@
city.mihara.hiroshima.jp）へ

●
撮
影
年
月
＝
平
成
30
年
11
月

●
撮
影
場
所
＝
三
原
城
跡
歴
史
公
園

いざ出陣
　　　　　   撮影者 高

たかすぎ

杉美
み き

紀さん
　小早川甲冑部隊の練り歩きは格好良く、すて
きでした。いつまでも続けてほしいです。

撮影エピソ
ード

三原
百景
みはらひゃっけい

三原
百景
みはらひゃっけい

負
け
ず
嫌
い
な
気
持
ち
が
最
大
の
武
器

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝

　
　
　
山
本
悠ゆ

う

理り

さ
ん（
大
和
中
学
校
２
年
）

▶  

試
合
で
は
緊
張
す
る
こ
と
な
く
、

最
後
ま
で
走
り
切
り
ま
す
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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
秘
書
広
報
課
へ
。

平
成
30（
2
0
1
8
）年
12
月
号

第
１
６
５
号　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
秘
書
広
報
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

秘
書
広
報
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

航空機の騒音測定結果（10月分） （Lden）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。
世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
―「
故
郷
」と
聞
い
て
思
い
浮
か
ぶ

場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
中
学
２
年
と
３
年
の
夏
休
み
に

私
が
企
画
し
て
陸
上
部
の
連
中
を
合

宿
と
称
し
、キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て
行
っ

た
小
佐
木
島
で
す
ね
。
大
和
町
の
徳

良
か
ら
全
員(

10
人)

が
自
転
車
で
あ

の
恵
下
谷
を
下
っ
て
三
原
港
へ
。
港

か
ら
船
で
渡
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の

ワ
ク
ワ
ク
感
、今
で
も
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
ま
す
。
小
佐
木
島
に
３
泊
し
て

毎
日
、
日
が
暮
れ
る
ま
で
海
水
浴
。

そ
の
時
に
海
水
浴
場
で
の
べつ
流
れ
る

歌
謡
曲
、
こ
の
歌
は
な
ん
じ
ゃ
ろ
う

か
？
次
の
年
に
分
か
り
ま
し
た
。
あ

の
大
ヒ
ッ
ト
曲『
高
校
三
年
生
』」

　
―「
故
郷
」を
離
れ
て
み
て
感
じ
た

こ
と
は
。

　
「
広
島
県
立
工
業
高
校
を
２
年
９

カ
月
残
し
て
、玉
川 

勝
太
郎
師
の
下

で
修
行
の
道
に
入
っ
た
の
で
す
が
、

正
直
、
修
行
中
、
故
郷
は
な
い
も
の

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
努
め
ま
し

た
。
で
な
き
ゃ
や
め
て
帰
り
た
く
な

る
か
ら
で
す
。
今
は
故
郷
は
私
の
宝

物
で
す
」

　
―
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
芸
人
で
す
か
ら
芸
で
市
に
貢
献

で
き
れ
ば
な
ー
と
！！
」

問観光課　☎0848・67・6015
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あ・と・が・き

三原市の人口（10月31日現在） 秋
の
や
っ
さ
祭
り
。
神
奈
川
か
ら

遊
び
に
来
て
い
た
親
戚
の
女
の

子
と
、
沿
道
で
踊
り
手
た
ち
を
応
援

し
ま
し
た
▼
小
学
４
年
生
の
彼
女
。

初
め
て
三
原
に
来
た
の
は
１
歳
の
時
、

東
日
本
大
震
災
の
直
後
で
し
た
。
放

射
能
の
飛
散
が
う
わ
さ
さ
れ
、
買
い

占
め
で
店
先
か
ら
粉
ミ
ル
ク
や
紙
オ

ム
ツ
が
消
え
た
関
東
を
逃
れ
、
母
娘

で
わ
が
家
に
滞
在
し
避
難
生
活
を
送

っ
た
の
で
し
た
▼
く
し
く
も
復
興
祈

願
祭
と
な
っ
た
今
年
の
や
っ
さ
祭

り
。「
次
は
元
気
に
な
っ
た
三
原
で
、

真
夏
の
や
っ
さ
を
見
せ
て
あ
げ
た
い

な
」。
そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
、帰

り
の
新
幹
線
を
見
送
り
ま
し
た（
S
）

問問い合わせ先

中学生の時に陸上部の連中と訪れた
小佐木島です。

私の好きな風景

税などの納期（普通徴収）
○ 固定資産税･都市計画税(第3期)
○国民健康保険税（第６期）
○介護保険料（第６期）
○後期高齢者医療保険料（第６期）
納期限　25日（火）まで
夜 間収納窓口（19時まで） 
　毎週木曜日

43,706
94,561
45,283
49,278

（－188）
（－1,282）
（－619）
（－663）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝50.9
▶本郷局（本郷町船木川西上）＝54.1

人口移動の詳細については
  広島県  人口移動  月報　で
　　　　　　　　　　検索

わたしのまちのふるさと大使
　市の情報発信や産業・観光などの振興のため、市にゆかりのある15人と
１組に「三原市ふるさと大使」を委嘱しています。
　最終ページでは、三原市ふるさと大使の皆さんの三原の好きなところ
や思い出などを紹介します。

　大和町出身。高校を中退後、単身
上京し、玉川良一師の門をたたく。
師の紹介で三代目玉川 勝太郎に師
事。神父の衣装で漫談を交えながら
浪曲をうなる独特のスタイルで人気
を博し、昭和51年には日本放送演
芸大賞漫談部門ホープ賞を受賞。テ
レビや舞台などで活躍を続けるとと
もに各地で独演会を開催している。 （

イ
エ
ス 

玉
川
さ
ん
の

　
　

直
筆
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

浪曲･漫談師
　　　イエス 玉

たまがわ
川 さん
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